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来
年
九
月
に 

十
周
年
記
念
行
事
あ
り
！ 

副
会
長 

八
嶋
溪
風 

 
 

 

 

巷
間
、
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
と
い
う
こ
と
が
、

社
会
福
祉
推
進
の
合
言
葉
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

漢
詩
や
詩
吟
を
や
っ
て
い
る
人
は
、
「
自
助
」
と
い

う
こ
と
で
は
、
合
格
点
を
あ
げ
て
も
よ
い
の
で
は
と
思

っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
趣
味
を
通
じ
て
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活

の
質
）
の
向
上
を
図
る
、
ひ
い
て
は
、
仲
間
づ
く
り
や

絆
・
地
域
の
連
携
に
寄
与
し
て
い
る
か
ら
で
す
。 

千
葉
県
漢
詩
連
盟
で
は
、
来
年
九
月
十
二
日
（
土
）
、

十
周
年
記
念
行
事
と
し
て
、
自
作
漢
詩
の
吟
詠
・
朗
読

大
会
、
自
詠
自
書
の
展
覧
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
十

周
年
の
節
目
を
迎
え
て
、
団
体
と
し
て
も
、
個
人
と
し

て
も
、
さ
ら
に
伸
び
る
キ
ッ
カ
ケ
の
機
会
と
発
表
の
場

に
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

漢
詩
も
詩
吟
も
古
典
の
範
疇
。
古
典
で
は
、「
身・
を・
修・

め・
る・
」
こ
と
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。
吟
も
「
修
行
」
な

り
、
詩
も
ま
た
「
修
行
」
な
り
！
古
人
曰
く
、
「
千
練

し
て
字
を
成
し
、
万
錬
し
て
句
を
成
す
」
と
。
賈
島
は

「
独
行
潭
底
影 

数
息
樹
辺
身
」
と
い
う
句
を
三
年
に

し
て
作
り
、
そ
の
後
に
題
し
て
い
わ
く
、
「
両
句
三
年

得 

一
吟
双
涙
流 

知
音
如
不
賞 

帰
臥
故
山
秋
」
と
。 

「
身・
を・
修・
め・
る・
」
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？ 

① 

自
分
の
足
り
な
い
所
を
知
る 

② 

志
を
立
て
る 

③ 

師
友
を
求
め
る 

④ 

継
続
的
に
努
力
す
る 

・
志
と
は
、
そ
の
こ
と
に
命
を
懸
け
て
や
る
こ 

と
を
決
心
を
す
る
こ
と
（
意
念
） 

・
師
と
は
、
そ
の
こ
と
を
極
め
て
体
得
し
た
先 

達
の
こ
と 

・
友
と
は
、
多
少
の
先
輩
・
後
輩
に
あ
っ
て
も 

同
列
の
も
の
。
同
じ
線
上
で
共
に
苦
し
み
、 

共
に
喜
び
、
共
に
励
ま
し
つ
つ
進
ん
で
い
く

間
柄
の
人
々
の
こ
と 

・
継
続
的
努
力
を
す
る
と
は
、
い
く
ら
志
を
立 

て
て
も
「
三
日
坊
主
」
で
は
ダ
メ
。
宮
本
武 

蔵
は
五
輪
の
書
の
中
で
「
百
日
の
行
を
鍛
と 

い
い
、
千
日
の
業
を
錬
と
い
う
」
と
言
っ
て 

い
る
。
錬
は
水
に
入
れ
た
り
泥
に
ま
ぶ
し
た 

り
し
て
、
柔
軟
性
を
付
け
る
こ
と
。
名
刀
は
、

鍛
を
通
じ
て
錬
ま
で
行
か
ね
ば
本
物
と
な
ら

な
い
の
で
す
ね
・
・
・ 

漢
詩
づ
く
り
を
通
じ
て
、
人
と
し
て
の
品
格
の
向
上

に
つ
な
げ
る
の
も
生
涯
の
課
題
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

千
漢
連
に
は
一
〇
〇
名
を
越
え
る
師
友
が
お
ら
れ
ま

す
。
記
念
行
事
を
機
に
互
い
に
交
流
し
て
、
斯
道
発
展

の
場
に
な
れ
ば
と
切
に
希
求
し
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

 

第
十
回
総
会
開
催 

 

 

千
葉
県
漢
詩
連
盟
第
十
回
総
会
が
平
成
二
十
六
年

七
月
十
二
日
（
土
）
十
三
時
十
五
分
よ
り
二
松
学
舎
大

学
柏
校
舎
二
〇
五
教
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
出
席

会
員
数
三
十
一
名
（
他
に
委
任
状
三
十
三
名
）
の
ほ
か
、

来
賓
と
し
て
全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長
石
川
岳
堂
先
生

が
ご
臨
席
さ
れ
た
。
椎
名
耕
道
理
事
の
司
会
の
も
と
に

議
長
に
宮
崎
三
郎
氏
が
選
出
さ
れ
粛
々
と
議
事
の
審

議
に
入
り
、
前
年
度
及
び
当
年
度
の
業
務
報
告
並
び
に

計
画
、
決
算
報
告
並
び
に
予
算
案
等
の
議
案
は
す
べ
て

原
案
通
り
に
承
認
さ
れ
た
。 

 

鷲
野
翔
堂
会
長
か
ら
は
、
来
年
は
、
十
周
年
を
迎
え

る
が
会
員
拡
大
を
目
指
し
て
若
い
方
々
に
つ
な
げ
る

よ
う
頑
張
り
た
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
来
賓
の

石
川
先
生
か
ら
も
千
葉
県
漢
詩
連
盟
の
前
途
に
、
期
待

と
激
励
の
祝
辞
を
頂
戴
し
た
。
今
回
は
、
役
員
の
改
選

は
無
く
顧
問
に
宇
野
直
人
先
生
が
新
任
さ
れ
、
こ
こ
で

総
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。 

午
後
二
時
か
ら
は
石
川
先
生
の
「
房
総
の
漢
詩
」 

（
其
十 

鱸 

松
塘･･･

後
述
参
照
）
を
ご
講
演
頂
い
た
。 

こ
の
後
、
五
号
館
前
で
記
念
撮
影
を
行
い
、
地
下
食

堂
に
移
り
懇
親
会
が
津
田
峻
嶺
理
事
の
司
会
に
よ
り

開
か
れ
、
和
や
か
な
う
ち
に
四
時
半
ご
ろ
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。 

千
漢
連
会
報 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
漢
連
会
報 
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こ
の
度
も
、
二
松
學
舍
大
学
柏
校
舎
の
宮
崎
靖
久
課

長
ほ
か
職
員
の
方
々
に
は
、
前
準
備
や
バ
ス
の
ご
手
配

な
ど
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 

石
川
忠
久
先
生
講
演
会 

「
鱸
松
塘
の
紀
行
詩
」 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 

 

 
 

先
週
の
土
曜
日(

七
月
五
日)

、
行
田
市
で
開
か
れ
た

「
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
」
に
出
席
し
て
き
た
。
江
戸
の
三
百

諸
侯
は
み
な
藩
校
を
も
っ
て
い
た
。
会
津
の
日
新
館
、

米
沢
の
興
譲
館
な
ど
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
藩
校
サ

ミ
ッ
ト
は
古
き
良
き
も
の
を
次
の
世
代
に
伝
承
し
て

い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
毎
年
開
か
れ
て
お
り
、
今
回
が

十
二
回
目
で
あ
る
。
第
一
回
は
湯
島
聖
堂
で
開
か
れ
、

来
年
は
福
岡
の
修
猷
館
の
予
定
で
あ
る
。 

行
田
の
藩
校
は
忍(

お
し)

藩
の
進
修
館
。
良
き
伝
統

を
継
承
し
よ
う
と
す
る
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
。
最
近
で

は
県
立
行
田
高
校
を
県
立
行
田
進
修
館
高
校
と
校
名

変
更
し
た
ら
偏
差
値
が
上
が
っ
た
そ
う
だ
。
先
生
も
生

徒
も
意
識
が
高
ま
っ
た
結
果
で
あ
る
。
古
き
良
き
も
の

を
次
代
に
伝
え
て
い
く
の
が
必
要
な
こ
と
は
我
々
の

漢
詩
も
全
く
同
じ
で
、
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
の
精
神
と
相
通

ず
る
も
の
が
あ
る
。 

 

サ
ミ
ッ
ト
の
お
土
産
に
年
号
表
を
貰
っ
て
き
た
。
大

化
か
ら
平
成
ま
で
の
年
号
と
西
暦
と
を
一
覧
に
し
た

も
の
で
あ
る
。
明
治
以
後
は
一
世
一
元(

一
人
の
天
皇
に

一
つ
の
年
号)

だ
が
そ
の
前
は
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
変
わ
っ

て
い
た
。
何
故
こ
こ
で
年
号
の
話
を
す
る
か
と
い
う
と
、

こ
れ
か
ら
お
話
し
す
る
鱸
松
塘
と
関
係
す
る
か
ら
だ
。 

鱸
松
塘
は
木
更
津
の
出
身
、
郷
土
の
誇
る
大
詩
人
で
、

文
政
六
年(

一
八
二
三)

生
ま
れ
で
あ
る
。
松
塘
が
誰
と

同
世
代
だ
っ
た
の
か
、
仲
間
や
先
生
、
生
き
た
時
代
は

ど
う
だ
っ
た
か
な
ど
、
所
謂
、
時
代
の
匂
い
を
知
っ
て

お
く
と
覚
え
易
い
し
そ
の
人
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と

が
出
来
る
。
文
政
は
文
化
と
併
せ
て
化
政
期
と
称
さ
れ

る
が
、
十
九
世
紀
に
入
っ
た
頃
で
あ
る
。
次
は
天
保
で
、

三
島
中
洲
は
天
保
元
年(

一
八
三
〇)

生
ま
れ
な
の
で
松

塘
は
中
洲
よ
り
七
才
上
。
そ
ん
な
時
代
の
人
で
あ
る
。 

 

鱸
松
塘
は
明
治
維
新
の
時
は
四
十
六
歳
、
こ
の
こ
ろ

七
曲
吟
社
を
開
い
て
多
く
の
門
弟
を
育
て
た
。
そ
の
後

は
吟
遊
詩
人
と
し
て
全
国
を
回
っ
て
そ
の
折
々
に
沢

山
の
詩
を
作
っ
た
が
、
今
日
は
「
日
本
名
勝
詩
選
」
の

中
か
ら
幾
つ
か
を
紹
介
す
る
。 

  

木
曽
道
中(

二)  
 
 

 

信
州
従
是
接
濃
州 

信
州
是
よ
り
濃
州
に
接
す 

十
石
峰
前
水
合
流 

十
石
峰
前 

水
合
流
す 

渓
壑
似
知
人
世
換 

渓
壑
は
知
る
に
似
た
り
人
世
の 

換
わ
る
を 

一
宵
嗚
咽
送
征
愁 

一
宵
嗚
咽
し
て
征
愁
を
送
る 

明
治
元
年
、
戊
辰
戦
争
の
最
中
の
作
。
「
川
の
水
も

人
の
世
の
移
り
変
わ
り
を
知
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、

一
晩
中
嗚
咽
し
て
い
た
」
と
、
旅
に
ひ
っ
か
け
て
変
わ

ご講演中の石川顧問 

総会参加の皆さん 

懇親会の石川顧問と鷲野会長 

総会参加の皆さん 
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り
ゆ
く
世
の
中
を
詠
っ
て
い
る
。
あ
か
ら
さ
ま
に
表
現

す
る
と
押
し
つ
け
が
ま
し
く
な
る
が
、
こ
れ
は
そ
れ
と

な
く
詠
っ
て
お
り
洒
落
た
品
の
良
い
詩
で
あ
る
。 

  

自
直
江
津
赴
東
岩
瀬
舟
中 

截
浪
双
輪
潮
路
通 
浪
を
截(

き)

っ
て
双
輪
潮
路
通
ず 

不
須
帆
力
假
東
風 
須
い
ず
帆
力
東
風
を
假(

か)

る
を 

玻
璃
面
面
船
窓
敞 

玻
璃
面
々 

船
窓
敞(

ほ
が)

ら
か
な
り 

臥
見
青
山
入
越
中 

臥
し
て
青
山
を
見
て
越
中
に
入
る 

明
治
十
七
年
の
作
。
詩
集
『
房
山
楼
集
』
の
中
の
「
北

遊
存
稿
」
に
入
っ
て
い
る
。
帆
の
要
ら
な
い
双
輪
の
蒸

気
船
、
広
く
明
る
い
ガ
ラ
ス
の
窓
な
ど
、
新
し
い
題
材

を
詠
ん
で
い
る
。 

 

金 

澤 
 
 
 
 

 

小
人
謀
利
率
皆
然 

小
人
利
を
謀
る
率(

お
お
む)

ね
皆
然
り 

潟
鹵
能
開
幾
頃
田 

潟
鹵(

せ
き
ろ)

能
く
開
く
幾
頃
の
田 

奪
却
漁
村
蝦
菜
業 

漁
村
蝦
菜(

か
さ
い)

の
業
を
奪
却
す 

湖
山
無
復
旧
風
煙 

湖
山
復
た
旧
風
煙
な
し 

「
潟
鹵
」
は
干
潟
、
「
蝦
菜
の
業
」
は
漁
業
。
金
儲

け
の
た
め
に
干
潟
が
干
拓
さ
れ
田
圃
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
美
し
い
風
景
が
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

と
、
旅
の
詩
人
の
嘆
く
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
だ
。 

  

九
月
卅
日 

舟
抵
松
江 

 
 
 
 

 

七
旬
遊
跡
寄
山
楹 

七
旬
の
遊
跡 

山
楹
に
寄
す 

暮
酔
朝
吟
無
限
情 

暮
酔
朝
吟 

限
な
き
の
情 

知
否
湖
天
今
日
雨 

知
る
や
否
や
湖
天 

今
日
の
雨 

一
帆
瞑
色
入
松
城 

一
帆
の
瞑
色 

松
城
に
入
る 

明
治
十
六
年
の
作
。
雨
の
多
い
松
江
の
し
っ
と
り
と

し
た
風
景
を
詠
ん
で
い
る
。
何
気
な
い
処
に
目
を
付
け

る
の
が
吟
遊
詩
人
と
し
て
の
松
塘
の
一
つ
の
特
長
で

あ
る
。「
楹
」
は
柱
、「
山
楹
」
は
山
亭
の
意
で
、
陸
游

の
詩
に
出
て
く
る
。
「
山
楹 

遠
眺
を
快
く
し
、 

松

吹 

幽
聴
に
か
な
う
」 

 

函
港
雑
詠
四
首 

 
 
 

 

繞
港
郡
山
列
画
屏 

港
を
繞
る
郡
山
画
屏
列
す 

明
波
一
片
鏡
光
青 

明
波
一
片
鏡
光
青
し 

誰
知
浩
蕩
北
冥
水 

 

誰
か
知
ら
ん 

浩
蕩
北
冥
の
水 

匯
作
弯
環
巴
字
形 

匯(

か
い)

し
て
弯
環
巴
字
の
形
を
作
す
を 

明
治
八
年
の
作
。
詩
集
『
超
海
集
』
に
あ
る
。
全
二

十
余
首
の
中
の
四
首
。
「
匯
」
は
「
廻
」
と
同
じ
。
結

句
で
、
湾
の
形
の
特
色
を
と
ら
え
て
「
巴
」
と
形
容
し

た
の
が
面
白
い
。 

 

残
塁
蕭
蕭
野
草
荒 

残
塁
蕭
々
と
し
て
野
草
荒
る 

我
来
下
馬
弔
斜
陽 

我
来
っ
て
馬
を
下
り
斜
陽
を
弔
す 

全
家
碧
血
瘞
黄
土 

全
家
碧
血 

黄
土
を
瘞(

う
ず)

む 
一
死
千
秋
千
代
岡 

一
死
千
秋 

千
代
が
岡 

 
函
館
戦
争
で
戦
死
し
た
中
島
木
鶏
を
悼
ん
で
詠
ん

だ
詩
。
中
島
木
鶏
は
幕
府
の
軍
艦
の
取
り
締
ま
り
で
、

榎
本
武
揚
と
共
に
函
館
戦
争
で
戦
っ
た
。
榎
本
は
降
伏

し
て
後
に
新
政
府
の
要
職
に
就
い
た
が
、
こ
れ
と
対
照

的
に
中
島
は
最
後
ま
で
奮
戦
し
、
二
人
の
息
子
と
共
に

戦
死
し
た
。
幕
府
に
殉
じ
た
木
鶏
の
義
を
暗
に
称
え
て

い
る
。「
碧
血
」
は
「
恨
み
を
含
ん
だ
血
」
の
意
。 

 

港
頭
月
落
水
煙
凝 

港
頭
月
落
ち
て
水
煙
凝
る 

夜
色
蒼
茫
海
気
蒸 

夜
色
蒼
茫
と
し
て
海
気
蒸
す 

散
布
波
心
紅
百
点 

波
心
に
散
布
す
紅
百
点 

星
星
都
是
客
船
燈 

星
々
都
て
是
れ
客
船
の
燈 

結
句
が
良
い
。
従
来
の
詩
に
は
見
ら
れ
な
い
新
し
い

情
景
描
写
だ
。 

 

一
望
川
原
不
見
家 

一
望
川
原 

家
を
見
ず 

疎
林
落
日
帯
啼
鴉 

疎
林
落
日 

啼
鴉
を
帯
ぶ 

幾
群
野
馬
無
人
牧 

幾
群
の
野
馬 

人
の
牧
す
る
無
し 

恣
嚼
秋
郊
満
地
花 

恣
に
嚼
む
秋
郊
満
地
の
花 

こ
れ
も
結
句
に
新
し
い
見
方
が
見
ら
れ
る
。 

 

雨
中
過
観
音
崎 

 
 

廿
里
潮
程
一
霎
風 

廿
里
の
潮
程
一
霎(

い
つ
し
ょ
う)

の
風 

海
門
山
色
滴
船
篷 

海
門
の
山
色
船
篷
に
滴
た
る 

春
帆
細
雨
相
州
路 

春
帆
細
雨
相
州
の
路 

人
在
少
陵
詩
句
中 

人
は
少
陵
詩
句
の
中
に
在
り 

「
霎
」
は
短
い
の
意
で
、
「
一
霎
の
風
」
は
サ
ァ
ー

と
吹
く
風
。
こ
の
詩
も
結
句
が
面
白
い
。
少
陵
は
杜
甫

の
こ
と
で
、
杜
甫
が
晩
年
に
洞
庭
湖
か
ら
湘
水
を
渡
っ

た
時
、
こ
れ
と
雰
囲
気
の
似
た
詩
を
幾
つ
か
詠
ん
で
い

る
。
そ
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。 

 

久
里
浜 

 
 
 
 

 

残
煙
澹
水
帯
芦
花 

残
煙
澹
水 

芦
花
を
帯
ぶ 

落
照
明
邊
三
両
家 

落
照
明
ら
か
な
る
辺
三
両
の
家 

自
笑
半
生
如
旅
雁 

自
ら
笑
う 

半
生
旅
雁
の
如
き
を 

秋
風
纔
起
又
天
涯 

秋
風
纔
に
起
れ
ば
又
天
涯 

秋
風
が
吹
き
始
め
る
と
、
ま
た
天
の
果
て
に
出
か
け

た
く
な
る
。
ま
る
で
旅
の
雁
の
よ
う
だ
と
、
吟
遊
詩
人

と
し
て
の
自
分
の
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。 

 

再
游
芳
山 

 
 
 
 

 

昔
游
二
十
七
春
風 

昔
游
二
十
七
春
風 

重
入
桜
雲
万
樹
中 

重
ね
て
入
る
桜
雲
万
樹
の
中 

誰
識
衣
香
釵
影
地 

誰
か
識
ら
ん
衣
香
釵
影
の
地 

有
人
来
弔
古
行
宮 

人
有
り
来
り
弔
う
古
行
宮 
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「
芳
山
」
は
吉
野
山
。
こ
の
詩
は
藤
井
竹
外
を
意
識

し
た
作
で
あ
る
。
竹
外
は[

芳
野]

で
「
眉
雪
の
老
僧
・
・
・

南
朝
を
説
く
」
と
詠
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
元
稹(

白
楽
天

の
友
人)
が[
行
宮]

で
「
白
頭
の
宮
女
・
・
・
玄
宗
を
説

く
」
と
詠
ん
だ
も
の
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
松
塘
の
こ
の

詩
は
「
衣
香
釵
影(
良
い
香
り
の
着
物
、
か
ん
ざ
し
の

影)

」
と
女
官
を
登
場
さ
せ
て
お
り
、
元
稹
の[

行
宮]

の

世
界
を
再
現
さ
せ
た
作
品
で
あ
る
。 

 

夕
陽
人
立
落
花
風 

夕
陽
人
は
立
つ
落
花
の
風 

千
古
興
衰
一
瞬
中 

千
古
興
衰
一
瞬
の
中 

欲
向
山
僧
尋
往
時 

山
僧
に
向
っ
て
往
時
を
尋
ね
ん 

と
欲
す 

残
紅
飛
入
古
禅
宮 

残
紅
飛
び
入
る
古
禅
宮 

こ
れ
も
元
稹
、
竹
外
の
名
作
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
。

「
古
」
が
同
字
重
出
に
な
っ
て
い
る
が
、
「
古
禅
宮
」

を
「
梵
王
宮
」
と
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
。 

 

こ
こ
で
松
塘
が
活
躍
し
た
幕
末
か
ら
明
治
の
漢
詩

人
の
系
譜
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ま
ず
頼
山
陽
、
そ
の
九

歳
下
が
梁
川
星
巌
、
こ
の
二
人
は
一
七
八
〇
年
代
の
生

ま
れ
。
星
巌
の
弟
子
の
小
野
湖
山
、
そ
の
次
に
鱸
松
塘

(

一
八
二
三
年
生
ま
れ)

が
来
る
。
頼
山
陽
た
ち
の
一
世

代
後
だ
。
更
に
そ
の
一
世
代
後
に
森
槐
南
、
本
田
種
竹
、

国
分
青
崖
ら
が
出
た
。
こ
の
三
人
は
一
八
六
〇
年
代
生

ま
れ
で
明
治
に
な
っ
て
大
い
に
活
躍
し
、
明
治
の
三
羽

烏
と
い
わ
れ
た
。 

こ
う
し
た
こ
と
を
見
取
り
図
と
し
て
頭
に
入
れ
て

お
く
と
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
流
れ
が
理
解
し

易
い
。
し
か
し
、
こ
の
後
が
続
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
最
後
の
花
を
咲
か
せ
た
の
が
文
久
の
生
ま
れ
の
森

鴎
外
、
嘉
納
治
五
郎
、
岡
倉
天
心
で
あ
る
。 

 

最
後
に
再
び
年
号
の
話
に
戻
る
。
前
に
述
べ
た
よ
う

に
幕
末
の
頃
は
年
号
が
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と
変
わ
っ
た

が
、
年
号
を
頭
に
入
れ
て
お
く
と
幕
末
か
ら
明
治
に
か

け
て
流
れ
が
良
く
理
解
で
き
る
し
、
ま
た
覚
え
易
い
。

年
号
の
効
用
は
非
常
に
大
き
い
。
世
界
で
年
号
を
使
っ

て
い
る
の
は
日
本
だ
け
で
一
種
の
文
化
遺
産
で
あ
り
、

絶
対
に
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

(

文
責 

薄
井)  

 
 

 
特
別
講
演
会
に
参
加
し
て 

 
 

 
桃
李
書
院       

米
澤
た
み
子 

 

七
月
十
二
日
、
二
松
学
舎
大
学
柏
校
舎
に
お
い
て
の

特
別
講
演
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
柏
駅
よ
り
ス
ク

ー
ル
バ
ス
（
無
料
）
に
乗
る
こ
と
三
十
分
。
旧
沼
南
町

の
田
舎
に
緑
に
囲
ま
れ
た
付
属
中
学
・
高
校
そ
し
て
大

学
と
並
ん
で
い
ま
し
た
。
学
業
に
専
念
で
き
る
別
世
界

の
雰
囲
気
で
す
。
職
員
の
方
々
の
笑
顔
に
迎
え
ら
れ
、

温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

石
川
忠
久
先
生
の
演
題
は
、
「
鱸
松
塘
の
紀
行
詩
」
。

初
め
て
耳
に
す
る
鱸
松
塘
と
い
う
名
前
で
し
た
が
、
幕

末
か
ら
明
治
の
人
で
あ
る
こ
と
、
石
川
先
生
が
最
近
に

鱸
松
塘
の
お
孫
さ
ん
に
会
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
お
話

し
て
く
だ
さ
り
、
段
々
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
漢
詩
の
理
解
を
深
め
る
為
に
は
、
時
代
背
景
を

つ
か
む
の
が
良
い
と
大
化
か
ら
平
成
ま
で
の
年
号
・
西

暦
の
一
覧
表
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
紀

行
詩
は
、
木
曽
、
直
江
津
、
金
沢
、
松
江
、
函
館
な
ど

計
八
首
の
漢
詩
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
二
度
読
ん
で
か
ら

の
わ
か
り
や
す
い
説
明
、
そ
し
て
最
後
に
中
国
語
で
読

ん
で
く
だ
さ
り
、
韻
文
の
流
れ
や
リ
ズ
ム
が
心
地
よ
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

『
書
窓
』
誌
（
桃
李
書
院
で
発
行
し
て
い
る
書
道
雑

誌
）
で
、
櫻
井
厳
道
先
生
（
創
設
者
）
の
巻
頭
詩
、
ま

た
櫻
井
宏
行
先
生
（
現
主
宰
）
の
毎
月
の
漢
詩
は
黙
読

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
リ
ズ
ム
の
良
い
音
読
を
す

る
と
更
に
理
解
が
深
ま
る
気
が
し
ま
す
。
そ
し
て
、
語

彙
が
豊
富
に
な
る
と
、
人
間
が
豊
か
に
な
れ
る
気
が
し

ま
す
。
漢
詩
は
難
し
い
と
遠
ざ
け
る
こ
と
な
く
、
漢
文

を
初
め
て
習
っ
た
こ
ろ
の
学
生
気
分
に
戻
り
、
再
度
、

な
じ
み
の
あ
る
漢
詩
か
ら
親
し
ん
で
み
よ
う
か
と
思

い
ま
し
た
。
櫻
井
先
生
に
も
お
会
い
で
き
、
そ
し
て
誌

友
の
方
に
も
会
え
て
と
て
も
有
意
義
な
ひ
と
時
で
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

(

注) 

米
澤
さ
ん
は
、
元
二
松
學
舍
大
学
付
属
柏
高
校
教

諭
で
弊
会
員
の
櫻
井
宏
行
氏
の
主
宰
す
る
桃
李
書
院

の
会
員
で
、
櫻
井
氏
の
勧
め
で
、
特
別
講
演
会
を
聴
講

さ
れ
た
。
桃
李
書
院
の
会
誌
『
書
窓
」
に
掲
載
さ
れ
た

記
事
を
、
ご
本
人
並
び
に
櫻
井
主
宰
の
ご
了
解
の
も
と

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

講演会風景 
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漢
詩
の
鑑
賞
―
梁
川
星
巌 

「
浪
淘
集
」
を
読
む
（
九
） 

鷲
野
正
明 

  

平
成
二
十
六
年
八
月
三
日
、
第
十
一
回
研
修
会
が
開

催
さ
れ
た
。
以
下
は
そ
の
折
り
に
読
ん
だ
詩
で
あ
る
。 

星
巖
と
妻
の
張
紅
蘭
は
、
南
房
総
の
洲
崎
か
ら
歩
を

進
め
て
那
古
山
へ
行
き
、
那
古
寺
の
「
大
悲
閣
」
か
ら

朝
日
に
照
ら
さ
れ
る
鏡
ヶ
浦
を
見
た 

 旭
影
回
光
上
石
台 

旭
影
光
を
回
ら
し
て
石
台
に
上
る 

分
眀
積
水
一
奩
開 

分
眀
な
り
積
水 

一
奩
開
く 

不
知
黯
澹
雨
将
至 

知
ら
ず 

暗
澹
と
し
て
雨
の
将 

に
到
ら
ん
と
す
る
を 

只
道
仙
娥
呵
鏡
来 

只
だ
道
ふ 

仙
娥
鏡
を
呵
し
て 

来
た
る
と 

 

微
雨
が
俄
か
に
降
り
、
海
上
の
青
々
と
し
た
山
々
が

み
な
濛
霢
の
中
に
沈
ん
だ
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
直
前
、

石
台
の
上
か
ら
朝
日
が
登
り
、
鏡
ヶ
浦
を
照
ら
し
た
。

そ
の
一
瞬
を
「
一
奩
開
く
」
と
言
い
、
さ
ら
に
「
仙
娥

が
鏡
に
息
を
吹
き
か
け
た
」
と
言
う
。
「
鏡
」
に
掛
け

た
発
想
の
す
ば
ら
し
さ
。 

 

星
巖
は
館
山
で
景
山
氏
を
訪
ね
た
り
、
里
見
氏
の
故

墟
の
あ
た
り
を
通
っ
て
も
い
る
。
景
山
氏
は
、
薗
村
（
館

山
市
、
旧
九
重
村
）
の
人
で
、
か
つ
て
大
沼
枕
山
が
宿

を
借
り
た
。
枕
山
の
『
房
山
集
』
に
「
景
山
氏
に
宿
り
、

酒
に
対
し
て
無
聊
、
因
り
て
歌
を
作
る
」
と
あ
る
。
原

采
蘋
も
訪
ね
て
い
る
。
景
山
氏
の
書
斎
は
含
翠
書
屋
と

言
う
。 

 

残
山
剩
水
屋
西
東 

残
山 

剰
水 

屋
の
西
東 

䆉
稏
香
濃
野
逕
風 

䆉
稏(

は
あ)

の
香
は
濃
や
か
な
り 

 

野
逕
の
風 

晚
翠
千
重
遮
不
徹 

晚
翠
千
重 

遮
り
て
徹
ら
ず 

書
声
漏
出
溼
雲
中 

書
声
漏
れ
出
づ
溼
雲(

し
ゅ
う
う
ん)

の
中 

 

山
と
川
が
屋
敷
を
と
り
ま
き
、
野
の
小
道
を
吹
く
風

に
は
稲
の
豊
か
な
香
り
が
た
だ
よ
う
。
青
々
と
し
た

木
々
が
重
な
り
、
屋
敷
を
見
通
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

雲
の
な
か
か
ら
読
書
の
声
が
漏
れ
て
く
る
。
学
問
好
き

な
景
山
氏
の
人
と
な
り
が
知
ら
れ
る
。
「
殘
山
剩
水
」

は
「
残
山
賸
水
」
と
同
じ
。
高
山
の
破
片
と
大
河
の
あ

ま
り
水
、
の
意
。「
䆉
稏
」
は
、
稲
。「
晚
翠
」
は
、
冬

ま
で
枯
れ
ず
に
青
々
と
し
て
い
る
木
。「
溼
」
は
「
湿
」

の
本
字
。
星
巖
は
難
し
い
漢
字
を
使
う
こ
と
で
も
有
名

で
あ
る
。 

 

 
里
見
氏
の
故
墟
を
通
っ
て
は
次
の
よ
う
に
詠
う
。 

連
雲
第
宅
剩
山
邱 

連
雲
の
第
宅 

山
邱
を
剩
（
あ
ま
）
す 

草
樹
荒
凉
易
得
秋 

草
樹
荒
凉 

秋
を
得
易
し 

一
点
精
霊
何
処
去 

一
点
の
精
霊 

何
処
く
に
去
る 

野
干
來
穴
石
𩻠
頭 

野
干
來
た
り
穴
す 

石
𩻠
頭 

  

「
野
干
」
の
語
源
は
梵
語
の
「
シ
ュ
リ
ガ
ー
ラ
（
悉

伽
羅
）」。
ジ
ャ
ッ
カ
ル
で
あ
る
。
日
本
で
は
「
狐
」
を

指
し
て
言
う
。
こ
の
詩
の
題
の
下
に
説
明
が
あ
り
、
星

巌
は
「
野
干
」
を
「
狐
」
と
し
て
で
は
な
く
、
「
犬
」

と
し
て
捉
え
て
い
る
。
南
房
総
は
「
犬
」
の
付
く
地
名

が
多
く
、
か
つ
て
里
見
氏
が
領
有
し
て
い
た
。
『
南
総

里
見
八
犬
伝
』
の
舞
台
で
も
あ
る
。 

 
 
 

 

（
つ
づ
く
）  

[

ト
ピ
ッ
ク
ス
①] 

石
川
忠
久
顧
問
の
漢
詩
詩
碑
、 

真
鶴
岬
に
建
立
さ
れ
る
！ 

全
漢
連
十
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
去
る
三

月
三
十
日
（
日
）
、
石
川
顧
問
の
詩
碑
の
入
魂
式
が
執

り
行
わ
れ
た
。
場
所
は
、
神
奈
川
県
真
鶴
町
「
お
林
展

望
公
園
」
の
一
角
で
、
背
後
に
は
二
本
の
松
の
巨
木
が
、

碑
を
見
守
る
よ
う
に
あ
り
、
傍
に
桜
の
古
樹
が
祝
福
す

る
よ
う
に
満
開
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。 

今
回
は
そ
の
写
真
を
掲
載
し
ま
す
。 

 

 

石川忠久顧問の漢詩詩碑 
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詩
碑
に
刻
ま
れ
た
七
言
律
詩
は
、
次
の
通
り
。 

 
真
鶴
岸
頭
書
懐 

 
 
 

岳
堂 

石
川
忠
久 

 

背
指
霊
峰
向
海
潯 

霊
峰
を
背
指
し
て
海
潯
に
向
か
へ
ば 

清
波
縹
緲
舞
游
禽 
清
波
縹
緲
と
し
て
游
禽
舞
ふ 

一
条
航
跡
青
螺
泛 
一
条
の
航
跡 

青
螺
泛
か
び 

万
里
雲
間
白
日
沈 

万
里
の
雲
間 

白
日
沈
む 

曠
士
壮
懐
空
眼
界 

曠
士
の
壮
懐 

眼
界
空
に 

騒
人
雅
興
満
胸
襟 

騒
人
の
雅
興 
胸
襟
満
つ 

巌
頭
佇
立
馳
遙
思 

巌
頭
佇
立
し
て
遙
思
を
馳
す
れ
ば 

何
羨
棲
遅
丘
壑
心 

何
ぞ
羨
ま
ん
棲
遅
丘
壑
の
心 

 

 

「
全
日
本
漢
詩
大
会
宮
城
大
会
」
に 

入
賞 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

平
成
二
十
六
年
度
全
日
本
漢
詩
大
会
宮
城
大
会
が
、

平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
日
に
宮
城
県
仙
台
市
の
仙

台
市
市
民
会
館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

全
国
か
ら
四
七
〇
編
の
漢
詩
が
寄
せ
ら
れ
、
特
別
賞

十
一
編
、
秀
作
十
六
編
、
佳
作
十
三
編
、
入
選
十
六
編
、

計
五
十
六
編
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

当
連
盟
か
ら
は
、
佳
作
に
、
青
木
智
江
さ
ん
、
斎
藤

房
江
さ
ん
、
清
水
直
美
さ
ん
、
清
水
義
孝
さ
ん
、
宮
崎

三
郎
さ
ん
、
の
五
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

 

そ
の
受
賞
漢
詩
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

○
広
瀬
川 

 
 
 
 

  
 
 

青
木
智
江 

秋
晴
水
透
浪
如
銀 

秋
晴 

水
は
透
り
浪
は
銀
の
如
し 

処
処
跳
声
輝
碧
鱗 

処
々
の
跳
声 

碧
鱗
輝
く 

終
旅
帰
来
郷
里
澳 

旅
を
終
え
帰
り
来
る
郷
里
の
澳 

鮭
魚
腹
赤
継
生
辰 

鮭
魚
腹
は
赤
し
生
を
継
ぐ
辰 

 
 

○
震
災
後
訪
松
島
五
大
堂 

  
 
 

斎
藤
房
江 

陸
前
海
暖
一
望
平 

陸
前
の
海
暖
か
に
し
て
一
望
平
ら
か
な
り 

尚
見
朱
橋
堂
宇
甍 

尚
見
る
朱
橋 

堂
宇
の
甍 

風
裡
白
雲
閑
去
処 

風
裡 

白
雲 

閑
に
去
る
処 

忽
聞
松
籟
恰
如
箏 

忽
ち
聞
く
松
籟 

恰
も
箏
の
如
し 

 

○
氷
上
貴
公
子 

 
 
 
 

  
 
 

清
水
直
美 

氷
上
空
中
旋
転
時 

氷
上 

空
中 

旋
転
の
時 

嫦
娥
応
羨
淑
清
姿 

嫦
娥 

応
に
羨
む
べ
し
淑
清
の
姿 

金
牌
相
抱
語
郷
土 

金
牌
相
い
抱
き
郷
土
を
語
り 

一
笑
柔
和
紅
頬
児 

一
笑
柔
和 

紅
頬
の
児 

 

○
日
月
潭 

 
 
 
 

  
 
 

清
水
義
孝 

早
暁
水
辺
煙
靄
籠 

早
暁
の
水
辺 

煙
靄
籠
む 

木
階
徐
下
緑
陰
通 
木
階 

徐
に
下
れ
ば
緑
陰
通
ず 

樹
間
幽
見
山
頭
月 

樹
間 
幽
か
に
見
る
山
頭
の
月 

如
射
朝
暘
撓
半
弓 

朝
暘
を
射
る
如
く
半
弓
撓
む 

 

○
隣
舎
紅
梅 

 
 
 
 

  
 
 

宮
崎
三
郎 

隣
叟
懐
痾
住
杏
林 

隣
叟 

痾
を
懐
き
杏
林
に
住
ま
り 

風
寒
時
節
只
孤
斟 

風
寒
の
時
節 

只
孤
斟
す 

莫
忘
愛
養
紅
梅
樹 

忘
る
る
莫
れ
愛
養
せ
し
紅
梅
の
樹 

平
癒
君
帰
花
色
深 

平
癒
し
君
帰
ら
ば
花
色
深
か
ら
ん 

 

千
漢
連
漢
詩
集
『
房
総
風
雅
』
第
三
集

作
品
は
十
二
月
末
ま
で
に
！ 

『
房
総
風
雅
第
三
集
』
発
行
の
ご
案
内 

平
成
二
十
七
年
度
に
当
連
盟
は
、
十
周
年
を
迎
え
る
。

そ
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
漢
詩
集
『
房
総
風
雅
』

第
三
集
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

第
三
集
の
募
集
要
項
は
下
記
の
通
り
。
会
員
の
皆
様

全
員
の
漢
詩
を
収
載
い
た
し
た
く
、
奮
っ
て
、
ご
参
加

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

１
．
趣
旨 

 

：
会
員
相
互
の
交
流
を
は
か
る
と
共
に
、

作
詩
の
喜
び
を
味
わ
い
、
且
つ
、
自
作
の
漢
詩
を
後
世

に
残
し
、
更
に
、
漢
詩
の
輪
を
広
げ
る
。 

２
．
対
象
者 

：
千
葉
県
漢
詩
連
盟
会
員 

３
．
内
容 

 

：
千
葉
県
に
関
連
す
る
景
勝
名
跡
・
先
哲
等 

４
．
作
品     :

一
人
、
五
言
絶
句
ま
た
は
七
言
絶
句
、

二
首
以
内
、
又
は
律
詩
一
首
と
す
る
。 

５
．
参
加
費 

：
一
人
絶
句
二
首
又
は
律
詩
一
首
で 

五
千
円
。
但
し
、
絶
句
一
首
の
場
合
、

四
千
円
。（
書
留
ま
た
は
振
込
） 

６
．
振
込
先 

：
ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

 

･

口
座
記
号
番
号
：
１
０
５
５
０-

７
３
１
６
１
２
５
１ 

･

口
座
名 

 
 

:

千
葉
県
漢
詩
連
盟 

７
．
装
丁 

 
 

：
一
人
一
頁
と
し
、
Ａ
５
判
と
す
る
。 

８
．
〆
切 

 

：
十
二
月
末
日
ま
で 

９
．
応
募
方
法
：
別
紙
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

載
（
本
文
は
旧
字
、
書
き
下
し
文
は

当
用
漢
字
使
用
）
し
て
事
務
局
ま
で
。 

９
．
応
募
さ
れ
た
方
に
は
、
二
首
の
場
合
五
冊
を
配
布

し
、
一
首
の
場
合
四
冊
を
配
布
す
る
。  

 

以
上  
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千
葉
詩
壇
（
到
着
順
） 

[

台
湾
吟
行] 

 

鵝
鑾
鼻
岬 

 
  

 
 

相
澤
無
有 

白
堊
灯
台
聳
碧
空 

白
堊
の
灯
台 

碧
空
に
聳
ゆ 

三
洋
合
処
素
波
中 

三
洋
合
す
る
処 

素
波
の
中 

遙
望
比
島
鵝
鑾
岬 

遙
か
に
望
む
比
島 

鵝
鑾
の
岬 

海
上
帆
幢
翻
恵
風 

海
上
の
帆
幢 
恵
風
に
翻
る 

 

鵝
鑾
鼻
岬 

 
 

青
木
智
江 

恒
春
光
満
浪
声
饒 

恒
春
光
は
満
ち
浪
声
饒
（
お
お
）
し 

海
角
風
軽
緑
樹
揺 

海
角
風
は
軽
や
か
に
し
て
緑
樹
揺
る 

航
跡
分
潮
青
与
白 

航
跡 

潮
を
分
つ
青
と
白
と 

征
人
更
望
意
遥
遥 

征
人 

更
に
望
め
ば
意
遥
々 

  

鵝
鑾
鼻
岬 

 
 
 

 
 

清
水
蕗
山 

茫
茫
滄
海
度
清
風 

茫
々
た
る
滄
海 

清
風
度
り 

華
島
南
端
一
望
中 

華
島
南
端 

一
望
の
中 

何
国
賈
船
姿
尽
処 

何
れ
の
国
の
賈
船
か
姿
尽
く
る
処 

三
洋
染
出
暮
雲
紅 

三
洋
染
め
出
だ
し
て
暮
雲
紅
な
り 

 

鵞
鑾
鼻
岬 
 

 

清
水
直
美 

炎
陽
粲
粲
欲
焼
天 

炎
陽
粲
々 

天
を
焼
か
ん
と
欲
す 

白
砌
徐
行
緑
樹
鮮 

白
砌
徐
ろ
に
行
け
ば
緑
樹
鮮
か
な
り 

雖
合
三
洋
何
処
是 

三
洋
を
合
す
と
雖
も
何
れ
の
処 

か
是
れ
な
る 

沙
鷗
遠
噪
衝
波
翩 

沙
鷗
遠
く
噪
ぎ
波
を
衝
き
て
翩
る 

 

鵝
鑾
鼻
岬 

 
 
 

 

菅
原
有
恒 

燦
然
白
日
渺
滄
瀛 

燦
然
た
る
白
日 

渺
た
る
滄
瀛  

遠
訪
墾
丁
今
日
晴 

遠
く
訪
ぬ
墾
丁 

今
日
も
晴
る  

電
視
劇
中
曾
看
景 

電
視
劇
中 

曽
て
看
る
の
景 

不
聞
冲
浪
少
年
声 

聞
か
ず 

冲
浪
す
少
年
の
声  

（
注
）
冲
浪
：
サ
ー
フ
ィ
ン 

 

日
月
潭
朝
景 

 
 
 
 
 
 

薄
井
蹊
山 

早
起
独
巡
潭
水
辺 

早
起
し
独
り
巡
る
潭
水
の
辺
り 

両
三
鳥
影
泛
清
漣 

両
三
の
鳥
影 

清
漣
に
泛
ぶ 

淡
煙
漸
散
好
風
度 

淡
煙
漸
く
散
じ
て
好
風
度
り 

回
首
蒼
山
鈎
月
懸 

回
首
す
れ
ば
蒼
山
に
鈎
月
懸
る 

 

日
月
潭
早
暁 

 
 
 
 

 

岡
安
千
尋 

残
月
将
消
淡
靄
蒙 

残
月
将
に
消
え
ん
と
し
淡
靄
蒙
た
り 

延
延
傍
水
木
蹊
通 

延
々
水
に
傍
う
て
木
蹊
通
ず   

櫓
声
微
響
漁
翁
影 

櫓
声
微
か
に
響
い
て
漁
翁
の
影
あ
り   

曙
日
随
舟
漸
漸
紅 

曙
日 

舟
に
随
い
漸
々
と
し
て
紅
な
り 

 

早
曉
日
月
潭 

 
 
 
   

  

齋
藤
惠
芳 

山
莊
漸
覚
酔
余
眠 

山
荘
漸
く
覚
む
酔
余
の
眠  

靉
靆
朝
霞
物
外
天 

靉
靆
た
る
朝
霞 

物
外
の
天 

曳
杖
欲
窮
千
里
目 
杖
を
曳
い
て
窮
め
ん
と
欲
す 

千
里
の
目 

白
紅
花
発
照
湖
辺 

白
紅 
花
発
い
て
湖
辺
を
照
ら
す 

 

日
月
潭
早
曉 

 
 
 
 
 

 

宮
﨑
三
郎 

淸
風
習
習
払
軽
煙 

清
風
習
々 

軽
煙
を
払
ひ 

澄
水
潭
潭
涵
岫
巓 

澄
水
潭
々 

岫
巓
を
涵
す 

東
仰
日
華
西
片
月 

東
の
か
た
日
華
を
仰
ぎ
西
の
か
た
片
月 

回
翔
孤
鳥
欲
明
天 

回
翔
す
る
孤
鳥 

明
け
ん
と
欲
す 

る
の
天 

 

日
月
潭 

 
            

 
 

鷲
野
翔
堂 

朝
雨
忽
過
懸
彩
虹 

朝
雨
忽
ち
過
ぎ
て
彩
虹
を
懸
く 

日
輪
照
出
水
煙
濛 

日
輪
照
ら
し
出
だ
す 

水
煙
の
濛 

た
る
を 

光
華
小
島
在
何
処 

光
華
の
小
島 

何
れ
の
処
に
か
在
る 

香
溢
万
花
開
白
紅 

香
溢
れ
て
万
花
白
紅
開
く
な
ら
ん 

 

[

以
上 

台
湾
吟
行] 

  

北
大
地
愉
高
爾
夫 

 
 
 

 

芳
野
禎
文 

友
朋
相
集
札
樽
東 

友
朋
相
い
集
う
札
樽
の
東 

海
色
山
容
佳
景
中 

海
色
山
容 

佳
景
の
中 

剪
剪
草
坪
正
翠
簟 

剪
々
た
る
草
坪 

正
に
翠
簟 

打
球
左
右
失
深
叢 

打
球
は
左
右
深
叢
に
失
う 

 

日
本
東
京
観
故
宮
博
物
院
逸
品 

冨
樫
貞
華 

歴
代
珠
珍
文
物
連 

歴
代
の
珠
珍 

文
物
連
な
る 

徐
行
細
看
意
悠
然 

徐
行
し
細
や
か
に
看
れ
ば 

意 

 
 
 
 
 
 
 

悠
然
た
り 

東
坡
真
跡
此
今
在 

東
坡
の
真
跡 

此
に
今
在
り 

才
学
抜
群
超
世
縁 

才
学
群
を
抜
き
世
縁
を
超
ゆ 

 

賀
長
女
卜
居
木
場  

 

冨
樫
貞
華 

新
建
室
家
臨
木
場 

新
た
に
室
家
を
建
て
て
木
場
に
臨
む 

鶯
歌
婉
転
草
花
香 

鶯
歌
婉
転 

草
花
香
し 

積
多
善
行
必
多
福 

積
み
て
善
行
多
け
れ
ば
必
ず
福
多
し 

庶
幾
蓁
蓁
其
葉
長 

庶
幾
は
く
は
蓁
々
と
し
て 

葉
の
長
へ
な
ら
ん
こ
と
を 
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朋
友
誘
我
訪
紫
陽
花
寺 

 
 
      

中
村
八
壽
男 

梅
天
陰
鬱
昼
猶
昏 

梅
天 

陰
鬱 

昼
猶
お
昏
し 

細
雨
霑
衣
懶
出
門 

細
雨
衣
を
霑
し
門
を
出
ず
る
に 

懶
う
し 

青
白
紫
紅
庭
院
裏 

青
白
紫
紅 

庭
院
の
裏 

 

穿
花
信
歩
洗
心
魂 
花
を
穿
ち
歩
に
信
せ
て
心
魂
を
洗
う 

 

遊
那
珂
川 

 
 

相
澤
無
有 

風
清
早
暁
泛
扁
舟 

風
清
き
早
暁
扁
舟
を
泛
ぶ 

日
出
煙
霞
漸
漸
収 

日
出
で
て
煙
霞
漸
々
と
し
て
収
ま
る 

笠
叟
垂
綸
魚
忽
躍 

笠
叟
綸
を
垂
る
れ
ば
魚
忽
ち
躍
り

銀
鱗
溌
溂
一
江
流 

銀
鱗
溌
溂 

一
江
流
る 

 

江
都
豪
雨 

 
 

宮
崎
三
郎 

打
窓
夏
雨
似
翻
盆 

窓
を
打
つ
夏
雨
盆
を
翻
す
が
似
く 

紫
陌
茶
楼
晝
尚
昏 

紫
陌
の
茶
楼 

昼
尚
ほ
昏
し 

忽
見
屋
除
紅
一
傘 

忽
ち
見
る
屋
除
の
紅
一
傘 

何
為
独
佇
遠
雷
奔 

何
為
れ
ぞ
独
り
佇
む
や
遠
雷
奔
る
に 

 

白
神
岩
木
山
途
中  

 

八
嶋
溪
風 

沿
北
上
川
山
亦
随 

北
上
川
に
沿
え
ば
山
亦
た
随
う 

新
添
翠
雨
映
窓
移 

新
た
に
添
う
翠
雨
窓
に
映
じ
て
移
る 

三
県
縦
断
林
檎
圃 

三
県
縦
断
す
れ
ば
林
檎
の
圃 

乍
懐
歌
謡
采
邑
詩 

乍
ち
懐
う
歌
謡
采
邑
の
詩 

 

夏
日
過
湯
島
聖
堂  

 

八
嶋
溪
風 

踏
上
石
階
自
仰
欽 

踏
み
て
石
階
を
上
り
自
ず
か
ら
仰
ぎ
欽
う 

新
蝉
嘒
嘒
吐
清
音 

新
蝉
嘒
々
清
音
を
吐
く 

要
知
楷
樹
枝
何
直 

知
る
を
要
す
楷
樹
の
枝
の
何
ぞ 

直
な
る
か
を 

仁
礼
如
尊
韻
亦
深 

仁
礼
を
尊
ぶ
が
如
く
韻
も
亦
た
深
し 

 

 

訪
立
石
寺 

 
 

薄
井
蹊
山 

山
寺
曳
吟
杖 

山
寺
に
吟
杖
を
曳
け
ば 

天
澄
宿
雨
収 

天
澄
み
て
宿
雨
収
ま
る 

老
杉
垂
曲
磴 

老
杉 

曲
磴
に
垂
れ 

嫩
葉
映
清
流 

嫩
葉 

清
流
に
映
ず 

碑
碣
蝉
聲
噪 

碑
碣 

蝉
声
噪
が
し
く 

閣
堂
風
籟
幽 

閣
堂 

風
籟
幽
か
な
り 

暫
時
塵
外
境 

暫
時 

塵
外
の
境 

 

欲
去
夕
雲
悠 

去
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
夕
雲
悠
か
な
り 

 

鎌
倉
大
銀
杏
有
感  

 

津
田
峻
一 

銀
杏
曽
為
刺
客
媒 

銀
杏
曽
て
刺
客
の
媒
を
為
す 

後
年
風
伯
葛
吹
摧 

後
年
風
伯
葛
ん
ぞ
吹
き
摧
く 

今
留
枯
幹
添
怨
恨 

今
留
む 

枯
幹 

怨
恨
を
添
ふ 

只
願
新
条
成
逸
材 

只
願
は
く
は
新
条
の
逸
材
と
成
ら 

ん
こ
と
を 

 
訪
天
龍
寺 

 
 
  

 

津
田
峻
一 

渡
月
橋
頭
精
舎
篁 

渡
月
の
橋
頭 

精
舎
篁 

尊
公
建
立
祓
余
殃 

尊
公
建
立
し
て
余
殃
を
祓
ふ 

幽
庭
池
水
映
山
影 

幽
庭
の
池
水 

山
影
を
映
しﾞ

 

法
殿
雲
龍
睨
八
方 
法
殿
の
雲
龍 

八
方
を
睨
む 

 

故
宮
博
物
院
観
翠
玉
白
菜 

 

清
水
蕗
山 

珍
珠
人
簇
歩
猶
難 

珍
珠 

人
簇
が
り
て
歩
む
こ
と 

猶
お
難
し 

彫
琢
鮮
妍
忽
衝
肝 

彫
琢 

鮮
妍 

忽
ち
肝
を
衝
く 

絡
緯
在
巓
将
欲
躍 

絡
緯 

巓
に
在
り
て
将
に
躍
ね
ん
と
欲
す 

正
逃
俗
客
似
求
安 

正
に
俗
客
を
逃
れ
て
安
き
を
求 

め
ん
と
す
る
に
似
た
り 

 

 

松
戸
本
土
寺
尋
紫
陽
花 

 

矢
尾
鏃
風 

梅
雨
促
花
発 

梅
雨
花
の
発
く
を
促
す 

鮮
鮮
青
紫
紅 

鮮
々
た
り 

青
紫
紅 

微
風
揺
白
露 

微
風 

白
露
を
揺
ら
せ
ば 

艶
萼
正
天
工 

艶
萼 

正
に
天
工 

 

草
堂
立
秋 

 
 

矢
尾
鏃
風 

数
声
蟋
蟀
澹
生
愁 

数
声
の
蟋
蟀 

澹
か
に
愁
を
生
ず 

樹
竹
園
庭
灝
気
流 

樹
竹 

園
庭 

灝
気
流
る 

従
是
読
書
時
節
好 

是
れ
従
り
読
書
時
節
好
し 

草
堂
涼
動
入
新
秋 

草
堂
涼
は
動
き
新
秋
に
入
る 

 

 

尋
佐
渡
金
山 

 
 

小
澤
州
風 

駆
車
九
折
緑
陰
中 

車
を
駆
っ
て
九
折
す
緑
陰
の
中 

岩
窟
遥
看
聳
碧
空 

岩
窟
遥
に
看
る
碧
空
に
聳
ゆ
る
を 

冷
気
漂
揺
坑
道
歩 

冷
気
漂
揺 

坑
道
歩
め
ば 

金
如
忽
出
一
灯
紅 

金
忽
ち
出
づ
る
が
如
く
一
灯
紅
な
り 

 

観
多
胡
郡
碑 

 
 

齊
藤
洗
鵞 

最
古
真
書
刻
字
雄 

最
古
の
真
書 

刻
字
雄
た
り 

石
碑
色
古
納
堂
中 

石
碑
の
色
古
り
て
堂
中
に
納
ま
る 

遥
懐
往
昔
黎
民
事 

遥
に
懐
ふ
往
昔
黎
民
の
事 

騒
客
粛
然
斜
日
紅 

騒
客
粛
然
と
し
て
斜
日
紅
な
り 

 

新
涼 

 
 

 

木
村
成
憲 

崇
朝
巷
陌
去
尋
涼 

崇
朝
巷
陌
去
き
て
涼
を
尋
ぬ 

貝
塚
蕭
森
千
歩
岡 

貝
塚
蕭
森
た
り
千
歩
の
岡 

忽
入
公
園
池
上
路 

忽
ち
入
る
公
園 

池
上
の
路 

鯉
魚
水
動
白
蓮
香 

鯉
魚
水
動
い
て
白
蓮
香
る 
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食
香
魚  

 
 

岡
安
千
尋 

発
発
銀
鱗
映
碧
流 

発
々
た
る
銀
鱗 

碧
流
に
映
ず 

蒸
蒸
焚
火
荻
蘆
洲 

蒸
々
焚
火 

荻
蘆
の
洲 

釣
魚
穿
串
添
塩
炙 

釣
魚
串
を
穿
ち
塩
を
添
え
炙
る 

煙
裏
飶
香
初
夏
遊 

煙
裏
飶
香
初
夏
の
遊 

 

悼
雅
兄
急
逝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
島
ツ
タ
エ 

年
賀
常
書
枯
淡
評 

年
賀
常
に
書
す 

枯
淡
の
評 

南
天
実
好
更
花
清 

南
天
実
は
好
し
更
に
花
は
清
し
と 

今
宵
累
累
紅
珠
満 

今
宵
累
々 
紅
珠
満
つ 

遺
影
無
言
双
眼
明 

遺
影
言
無
な
く
双
眼
明
ら
か
な
り 

  

柳
陰
垂
釣 

 
 

 
 

菅
原
随
貞 

湖
畔
柳
陰
投
釣
糸 

湖
畔 

柳
陰 

釣
糸
を
投
ず 

浮
標
不
動
白
雲
滋 

浮
標
動
か
ず
白
雲
滋
し 

透
過
藻
色
魚
眠
穩 

藻
色
を
透
過
し
て
魚
眠
る
こ
と 

穏
や
か
な
り 

夕
日
已
沈
帰
去
遲 

夕
日 

已
に
沈
む
も
帰
去
遅
し 

 

高
遠
城
址
公
園
看
桜 

      
 

小
久
保
洋
子 

裊
裊
桜
雲
映
彩
霞 

裊
々
た
る
桜
雲 

彩
霞
に
映
じ 

 

春
風
駘
蕩
震
垂
華 

春
風
駘
蕩
と
と
し
て
垂
華
を
震 

る
わ
す 

欲
帰
明
月
来
相
照 

帰
ら
ん
と
欲
し
て
明
月
来
た
り 

て
相
い
照
ら
す 

恋
恋
徘
徊
空
只
嗟 

恋
々
徘
徊
し
て
空
し
く
只
だ
嗟
ず 

 

登
東
京
晴
空
塔 

 
 
 
 
 

佐
久
間
溪
泉 

塔
高
独
秀
自
悠
然 

塔
高
く
独
り
秀
で
て
自
ず
か
ら
悠
然 

労
脚
登
来
落
日
辺 

脚
を
労
わ
り
登
り
来
る
落
日
の
辺 

城
市
模
糊
塵
霧
帯 

城
市 

模
糊
と
し
て
塵
霧
帯
び 

東
湾
武
岳
染
紅
鮮 

東
湾
武
岳
紅
に
染
っ
て
鮮
や
か
な
り 

賀
長
女
生
日 

 
 
 
 
 

宮
本
美
恵
子 

今
宵
生
日
雅
筵
開 

今
宵 

生
日
の
雅
筵
開
く 

有
幸
重
陽
佳
節
回 

幸
有
り
重
陽
の
佳
節
回
る 

妍
麗
黄
花
庭
裏
発 

妍
麗
な
る
黄
花 

庭
裏
に
発
き 

偏
希
壮
健
瓣
浮
杯 

偏
に
壮
健
を
希
い
て
瓣
杯
に 

浮
か
べ
ん 

送
友
人
之
倫
敦 

 
 
 
 
 

根
津
静
男 

友
朋
忽
作
出
差
人 

友
朋
忽
ち
作
る
出
差
の
人 

千
里
航
程
多
苦
辛 

千
里
の
航
程 

苦
辛
多
か
ら
ん 

交
酒
論
詩
常
習
事 

酒
を
交
し
詩
を
論
ず
る
は
常
習
の
事 

一
年
歳
月
必
傷
神 

一
年
の
歳
月
必
ず
神
を
傷
ま
し
め
ん 

 

看
市
川
花
火
大
会  

 

秋
葉
暁
風 

闇
夜
河
辺
煙
火
開 

闇
夜 

河
辺 

煙
火
開
く 

浴
衣
観
客
納
涼
回 

浴
衣
の
観
客
涼
を
納
れ
て
回
る 

晴
空
碧
水
双
眸
映 

晴
空
碧
水 

双
眸
に
映
じ 

喜
得
煌
煌
一
瞬
華 

喜
び
得
た
り
煌
々
一
瞬
の
華 

 
遊
巴
黎 

其
一 

訪
埃
菲
爾
鐵
塔(

エ
ッ
フ
ェ
ル
と
う) 

 
 

 
 

柳
田
誼
軒 

法
都
従
古
好
文
華 

法
都 

古
従
り
文
華
を
好
み 

今
尚
留
存
鉄
綉
花 

今
尚
お
留
め
存
す
鉄
の
綉
花(

刺
繍)

 

正
是
阿
孫
望
訪
処 
正
に
是
れ
阿
孫
訪
ね
ん
と
望
む
処 

電
梯
登
頂
碧
天
遐 

電
梯
頂
き
に
登
れ
ば
碧
天
遐
な
り 

  

其
二 

吉
雑
尼(

ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ィ)
莫
内(

モ
ネ)

旧
宅 

柳
田
誼
軒 

満
庭
繚
乱
郁
金
香 

満
庭
繚
乱
た
り
郁
金
香(
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ) 

藤
架
柳
堤
還
翠
篁 

藤
架
柳
堤 

還
た
翠
篁 

池
面
睡
蓮
蛙
市
噪 

池
面
睡
蓮 

蛙
市
噪
が
し 

画
師
名
作
孰
風
光 

画
師
の
名
作
と
風
光
と
孰
れ
か 

 

ト
ピ
ッ
ク
ス
②] 

 

鷲
野
会
長
が
さ
い
た
ま
ア
リ
ー
ナ
教
室

で
漢
詩
講
座
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
！ 

  
 
 

 

去
る
九
月
十
一
日
（
水
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
の

主
催
す
る
さ
い
た
ま
ア
リ
ー
ナ
教
室
で
、
「
漢
詩
を
楽

し
む
」
と
い
う
題
で
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
読
む
か

ら
詠
む
」
と
い
う
副
題
が
つ
い
て
お
り
、
漢
詩
の
歴
史
、

詩
の
形
式
か
ら
詩
語
の
お
話
、
李
白
や
白
居
易
の
詩
を

テ
キ
ス
ト
に
、
読
む
楽
し
み
と
作
る
楽
し
み
、
作
詩
の

ル
ー
ル
を
説
明
し
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
話
さ
れ
ま

し
た
。
来
年
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
新
し
い
講
座
が

ス
タ
ー
ト
す
る
由
。
題
は
「
は
じ
め
て
の
漢
詩
創
作
」

と
の
こ
と
。
是
非
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

問
合
せ
先
は
、
℡ 

〇
四
八-

六
〇
〇
―
〇
〇
九
一 

さ
い
た
ま
ア
リ
ー
ナ
教
室
ま
で
。 

 

講義中の鷲野会長と会場風景 
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漢
詩
創
作
講
座(

初
級
・
中
級)

の 

第
八
期
生
が
誕
生
し
ま
し
た
! 

○

漢
詩
創
作
講
座(

中
級)

作
品 

聴
杜
鵑  

 
 

青
木
智
江 

唐
山
杜
宇
促
人
帰 

唐
山
の
杜
宇 

人
の
帰
る
を
促
す 

東
海
鳴
鵑
念
愛
飛 

東
海
の
鳴
鵑 

愛
を
念
い
て
飛
ぶ 

独
待
林
亭
声
声
裏 

独
り
待
つ
林
亭 

声
々
の
裏 

橘
花
漾
漾
月
明
微 

橘
花
漾
々 

月
明
微
か
な
り 

(

注)

元
歌:

ほ
と
と
ぎ
す
花
橘
の
香
を
と
め
て 

鳴
く

や
昔
の
人
の
恋
し
き(

新
古
今
和
歌
集
よ
み
人
知
ら
ず) 

 

午 

睡  
 

 

薄
井
蹊
山 

倦
書
凭
榻
竹
簾
辺 

書
に
倦
み
て
榻
に
凭
る
竹
簾
の
辺
り 

暑
気
忽
侵
貪
惰
眠 

暑
気
忽
ち
侵
し
て
惰
眠
を
貪
る 

夢
裡
微
聞
雷
鼓
響 

夢
裡
微
か
に
聞
く
雷
鼓
の
響 

覚
來
風
爽
雨
余
天 

覚
め
来
れ
ば
風
爽
や
か
な
り 

雨
余
の
天 

待
乳
山
聖
天 

 
 

岡
安
千
尋 

蘿
蔔
重
重
磴
道
傍 

蘿
蔔
重
々 

磴
道
の
傍
ら 

人
人
携
手
捧
祠
堂 

人
々
手
を
携
え
祠
堂
に
捧
ぐ 

聖
天
鎮
座
小
丘
上 

聖
天
鎮
座
す
小
丘
の
上 

風
度
松
間
墨
水
長 

風
は
松
間
を
度
り
墨
水
長
し 

 

訪
信
州
大
町
温
泉
郷 

 

小
澤
州
風 

弟
兄
共
到
白
雲
辺 

弟
兄
共
に
到
る
白
雲
の
辺 

四
望
峰
巒
紅
葉
妍 

四
も
に
望
め
ば
峰
巒 

紅
葉
妍
な
り 

客
舎
傾
杯
相
語
後 

客
舎
杯
を
傾
け
相
い
語
り
し
後 

浴
湯
伸
欠
仰
星
天 

浴
湯
伸
欠 

星
天
を
仰
ぐ 

 

高
尓
夫
（
ゴ
ル
フ
） 

 

木
村
成
憲 

万
緑
高
原
一
径
通 

万
緑
の
高
原
一
径
通
ず 

新
陰
颯
颯
遍
薫
風 

新
陰
颯
々
と
し
て
薫
風
遍
ね
し 

時
当
出
楽
青
天
下 

時
に
当
に
出
で
て
楽
し
む
べ
し

青
天
の
下 

曲
直
高
低
西
又
東 

曲
直 

高
低 

西
又
た
東 

 

江
馬
細
香
展 

 
 

齋
藤
洗
鵞 

久
懐
纔
遂
遠
来
尋 

久
懐
纔
に
遂
げ
て
遠
く
来
た
り
尋
ぬ 

庭
裏
四
方
青
竹
深 

庭
裏 

四
方
青
竹
深
し 

書
画
詩
文
余
壁
上 

書
画
詩
文 

壁
上
に
余
す 

忘
帰
相
慕
古
人
心 

帰
る
を
忘
れ
相
い
慕
う
古
人
の
心 

 

行
旅 

 
 

 
 
 
 
 
  

中
村
八
壽
夫 

夜
来
煙
雨
似
軽
沙 

夜
来
の
煙
雨 

軽
沙
に
似
た
り 

満
地
茫
茫
絶
景
遮 

満
地
茫
々 

絶
景
を
遮
ぎ
る 

唯
浴
温
泉
愉
不
尽 

唯
だ
温
泉
に
浴
す
れ
ば
愉
し
み 

尽
き
ず 

悠
悠
伸
脚
客
人
家 

悠
々
脚
を
伸
ぶ
客
人
の
家 

 

芳
野
山
逍
遙 

 
 

宮
崎
三
郎 

桜
花
万
朶
又
千
枝 
桜
花
万
朶 

又
千
枝 

窈
窕
芳
山
信
歩
之 

窈
窕
た
る
芳
山
歩
に
信
せ
て
之
く 

遠
想
南
朝
都
似
夢 

遠
く
想
ふ
南
朝
都
て
夢
の
似
く 

夕
風
一
陣
落
紅
滋 

夕
風
一
陣 
落
紅
滋
し 

     

 

霖
雨
忽
晴
愉
高
爾
夫 

 
 
  

芳
野
禎
文 

冥
冥
細
細
漏
天
中 

冥
々
細
々 

漏
天
の
中 

与
友
駆
車
房
総
東 

友
と
車
を
駆
る
房
総
の
東 

啼
鳥
呼
晴
盈
爽
気 

啼
鳥 

晴
れ
を
呼
び
爽
気
盈
つ 

打
球
拭
汗
夕
陽
紅 

球
を
打
ち
汗
を
拭
え
ば
夕
陽
紅
な
り 

  

○

漢
詩
創
作
講
座(

初
級)

作
品 

 

訪
函
館
港 

 
 

  
 

 
 
 
 
 

井
上
夏
央
里 

北
冥
春
港
夕
陽
娟 

北
冥
の
春
港 

夕
陽
娟
た
り 

漁
子
解
綱
烏
賊
船 

漁
子
綱
を
解
く
烏
賊
の
船 

祖
妣
忽
懷
居
此
地 

祖
妣
忽
ち
懐
ふ
此
の
地
に
居
り
し
を 

同
看
今
夜
釣
灯
聯 

同
に
看
ん
今
夜
釣
灯
の
聯
な
る
を 

 

比
国
山
岳
州
懷
母 

 
 

加
藤 

武 

遠
見
棚
田
明
月
時 

遠
く
見
る
棚
田 

明
月
の
時 

老
夫
独
歩
荷
鋤
姿 

老
夫
独
り
歩
み
鋤
を
荷
ふ
の
姿 

辞
郷
両
歳
帰
何
日 

郷
を
辞
し
て
よ
り
両
歳
帰
る
は 

何
の
日
か 

阿
母
孤
愁
夜
臥
遅 

阿
母
は
孤
り
愁
い
て
夜
臥
す
る 

こ
と
遅
か
ら
ん 

 

遊
支
笏
湖 

 
 

 

菊
田
聖
山 

馳
車
北
路
到
澄
湖 

車
を
馳
せ
北
路 

澄
湖
に
到
る 

 

淼
淼
清
幽
小
岳
紆 

淼
々 

清
幽 

小
岳
紆
る 

泛
艇
与
孫
遊
尽
日 

艇
を
泛
か
べ
孫
と
遊
ぶ
こ
と
尽
日 

夕
陽
将
没
淡
紅
舖 

夕
陽
将
に
没
せ
ん
と
し
て
淡
紅
舗
く 
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市
谷
観
桜 

 
 

  
 
 
 
 

小
久
保
洋
子 

紅
桜
緑
草
野
亭
通 

紅
桜 

緑
草 

野
亭
に
通
じ 

蝶
舞
禽
飛
戯
晩
風 

蝶
舞
い 

禽
飛
び 

晩
風
に
戯
る 

吟
客
酔
春
還
酔
酒 

吟
客 

春
に
酔
い
還
た
酒
に
酔
ふ 

森
羅
万
象
夕
陽
中 
森
羅
万
象 

夕
陽
の
中 

 

与
夫
尋
蛍
里 

 
 
 

 
 
 
 
 

佐
久
間
溪
泉 

雨
晴
風
軟
歩
幽
渓 

雨
晴
れ
風
軟
か
に
幽
渓
を
歩
す 

 
 

無
月
昏
冥
手
共
携 

月
無
く
昏
冥 
手 

共
に
携
ふ 

 

凝
視
微
微
蛍
色
寂 

凝
視
す
れ
ば
微
々
と
し
て
蛍
色
寂
た
り 

仰
天
銀
漢
両
星
堤 

天
を
仰
げ
ば
銀
漢 
両
星
の
堤 

 

村
巷
出
梅 

 
 

 

菅
原
随
貞 

村
巷
冥
冥
煙
雨
深 

村
巷
冥
々 

煙
雨
深
し 

泥
途
懶
歩
気
消
沈 

泥
途 

歩
む
に
懶
く 

気 

消
沈
す 

忽
聴
恰
恰
郭
公
度 

忽
ち
聴
く 

恰
々
郭
公
の
度
る
を 

如
促
出
梅
声
爽
吟 

出
梅
を
促
す
が
如
く 

声 

爽
吟 

  

喜
馬
拉
雅(

ヒ
マ
ラ
ヤ)

山
中
見
役
馬 

 
 

長
島
ツ
タ
エ 

暮
天
欲
雪
烈
風
寒 

暮
天
雪
ふ
ら
ん
と
し
て
烈
風
寒
し 

痩
馬
能
堪
石
塊
搬 

痩
馬
能
く
石
塊
を
搬
ぶ
に
堪
へ
た
り 

応
是
作
垣
囲
瓦
屋 

応
に
是
れ
垣
と
作
し
て
瓦
屋
を 

囲
む
べ
し 

孤
村
尚
遠
道
逾
難 

孤
村
尚
ほ
遠
く
道 

逾
い
よ
難
し 

  

梅
天
閑
詠 
 

 
 
 
 

  

根
津
静
男 

梅
天
未
霽
湿
衣
襟 

梅
天
未
だ
霽
れ
ず
衣
襟
を
湿
お
す 

日
暮
冥
冥
寂
寞
心 

日
暮
れ
て
冥
々 

寂
寞
の
心 

酌
酒
明
朝
思
有
楽 

酒
を
酌
ん
で
明
朝
楽
し
み
有
る
を
思
う 

人
生
亦
是
半
晴
陰 

人
生
も
亦
た
是
れ
晴
陰
半
ば
な
り 

 

偶 

感  
 
 
 

 
 
 
 

 

蓼
沼
進
風  

追
懷
昔
日
慢
心
深 

追
懷
す 

昔
日 

慢
心
深
く 

氣
概
只
多
常
忽
箴 

気
概
只
だ
多
く
し
て
常
に
箴
を 

忽
（
ゆ
る
が
）
せ
に
す 

自
問
余
生
何
以
過 

自
問
す
余
生
何
を
以
て
か
過
さ
ん
と 

賢
人
晩
節
欲
相
欽 

賢
人
の
晩
節 

相
い
欽
（
し
た
） 

は
ん
と
欲
す 

 

紫
陽
花  
 
 
 

 
 
 
 

宮
本
美
恵
子  

雨
余
小
院
紫
陽
花 

雨
余
の
小
院 

紫
陽
の
花 

沾
露
繍
毬
清
麗
誇 

露
に
沾
ひ
繍
毬 

清
麗
誇
る 

夫
子
好
看
終
不
厭 

夫
子
好
ん
で
看
て
終
に
厭
か
ず 

低
頭
懐
昔
日
西
斜 

頭
を
低
れ
て
昔
を
懐
へ
ば 

日 

西
に
斜
め
な
り 

 

帝
釈
天  

 
 

森
崎
直
武 

軽
風
穿
過
二
天
門 

軽
風
穿
ち
過
ぐ 

二
天
門 

彫
刻
回
廊
匠
意
存 

彫
刻 

回
廊 

匠
意
存
す 

経
典
衆
生
兼
属
相 

経
典
の
衆
生
と
属
相
と 

表
情
潑
溂
鑿
痕
温 

表
情
潑
溂 

鑿
痕
温
か
な
り 

 

 

第
九
期
漢
詩
創
作
講
座
の
ご
案
内 

○
初
級
漢
詩
創
作
講
座 

● 

対
象
者
：
漢
詩
作
り
は
初
め
て
の
方
、
或
は
も
う

一
度
勉
強
し
直
し
て
み
よ
う
と
お
考
え
の
方
の
為

の
講
座
。 

会
員
で
な
い
方
も
大
い
に
歓
迎
し
ま
す
の
で
お
誘
い 

 
 

下
さ
い
！ 

● 

期
間
：
十
一
月
十
七
日
か
ら
五
ヶ
月
間 

● 

月
一
回
第
三
日
曜
日
十
二
時
三
十
分
か
ら
三
時 

● 

場
所
：
船
橋
中
央
公
民
館 

● 

講
師
：
漢
詩
研
究
会
参
加
理
事 

特
別
講
師
：
鷲
野
会
長
（
国
士
舘
大
学
教
授
） 

但
し
最
終
回
の
み 

● 

費
用
：
受
講
料
五
千
円 

●
な
お
、
会
場
に
こ
ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
通
信
講

座
を
設
け
ま
し
た
。
お
申
し
込
み
の
方
は
、
詩
稿
を
郵

便
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
鷲
野
会

長
の
講
評
も
受
け
ら
れ
ま
す
。 

 

○
中
級
漢
詩
創
作
講
座 

● 

対
象
者
：
千
葉
県
漢
詩
連
盟
の
会
員
に
限
る
。 

● 

漢
詩
作
り
の
経
験
が
あ
る
方
、
或
は
投
稿
し
て
み

よ
う
と
お
考
え
の
方
の
為
の
講
座 

● 

期
間
：
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
五
ヶ
月
間 

月
一
回
第
三
木
曜
日
午
後
三
時
か
ら
六
時 

● 

場
所
：
初
級
に
同
じ 

● 

講
師
：
鷲
野
会
長
（
国
士
舘
大
学
教
授
） 

● 

費
用
：
受
講
料
一
万
円 

 

● 

申
込
方
法
：
初
級
・
中
級
と
も
、
同
封
の
参
加
申

込
書
を
事
務
局
宛
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
現
金

は
講
座
初
日
に
持
参
下
さ
い
。
振
込
し
な
い
事
！ 

●
な
お
、
中
級
以
上
の
方
で
、
会
場
に
こ
ら
れ
な
い
方

は
、
直
接
、
会
長
に
批
正
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
投
稿

規
定
参
照
。 

お
問
合
せ
は
事
務
局
（
菅
原
・
清
水
）
ま
で 
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会 

員 

便 

り
（
そ
の
一
） 

小
見
川
か
ら
の
手
紙 

小
見
川
漢
詩
研
究
会 

 
 

高
木 

 

進 

昨
年
秋
、
詩
友
林
和
夫
さ
ん
が
他
界
、
私
よ
り
五
才

若
か
っ
た
の
で
、
誠
に
残
念
で
す
。
私
も
八
十
八
歳
の

誕
生
日
は
す
で
に
過
ぎ
ま
し
た
。
気
だ
け
は
頑
張
っ
て

い
て
も
体
は
つ
い
て
来
ま
せ
ん
。
去
る
、
四
月
二
十
五

日
小
見
川
文
化
協
会
の
総
会
で
、
長
年
勤
め
て
い
た
監

事
を
辞
め
ま
し
た
。
皆
様
が
親
切
に
し
て
く
だ
さ
り
イ

ゴ
コ
チ
が
良
か
っ
た
の
で
、
つ
い
長
居
を
し
て
深
く
頭

を
下
げ
ま
し
た
。 

地
域
の
文
化
協
会
で
漢
詩
部
の
あ
る
の
は
小
見
川

だ
け
で
す
が
、
若
い
住
職
さ
ん
が
二
人
お
り
ま
す
。
皆

様
の
ご
指
導
に
当
た
っ
て
お
ら
れ
、
安
心
で
す
。
毎
年
、

小
見
川
高
校
の
文
化
祭
に
は
漢
詩
を
展
示
し
て
お
り

ま
す
。 

役
員
の
皆
様
に
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
、
ご
恩
返
し

を
と
常
に
考
え
て
体
が
弱
っ
て
何
も
で
き
な
く
な
っ

て
百
姓
の
爺
さ
ん
で
果
て
る
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。 

千
葉
県
漢
詩
連
盟
も
出
席
で
き
ま
せ
ん
の
で
お
暇
を

頂
き
た
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

永
い
間
の
ご
指
導
を
深
謝
い
た
し
ま
す
。
連
盟
の
ご

発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

 

扨
て
、
職
を
退
く
に
際
し
て
拙
詩
二
首
詠
み
ま
し
た
。 

乞
う
ご
一
笑
。 

  

老
江
湖 

 
 

 

高
木 

進 

誤
将
監
事
列
機
枢 

誤
っ
て
監
事
を
将
て
機
枢
に
列
な
り 

三
益
友
私
資
我
愚 

三
益
の
友
は
私
に
我
が
愚
を
資
く 

耄
不
回
童
移
歳
月 

耄
は
童
に
回
ら
ず
歳
月
移
る 

温
情
感
謝
老
江
湖 

温
情
感
謝
し
て
江
湖
に
老
ゆ 

 

桂
冠 

  
 

桂
冠
陋
巷
得
清
閒 

冠
を
桂
け
陋
巷 

清
閒
を
得
た
り 

儘
教
孤
雲
野
鶴
鰥 

儘
教(

さ
も
あ
ら
ば
あ
れ) 

孤
雲
野
鶴
の
鰥 

毀
誉
勿
論
如
一
夢 

毀
誉
論
ず
る
勿
れ
一
夢
の
如
し 

醒
来
足
慰
薫
風
寰 

醒
め
来
っ
て
慰
む
る
に
足
る 

薫
風
の
寰 

 

会 

員 

便 

り
（
そ
の
二
） 

ホ
ト
ト
ギ
ス
に
関
し
て
の
検
証
と
実
験 

 

青
木
智
江 

今
年
の
夏
は
蒸
し
暑
か
っ
た
。
額
か
ら
流
れ
る
汗
を

気
に
し
つ
つ
、
涼
し
さ
を
感
じ
る
詩
を
求
め
て
詩
題
を

探
る
中
、
薄
暗
い
山
麓
に
啼
く
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
が
脳

裏
に
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。 

ホ
ト
ト
ギ
ス
と
い
う
と
、
幽
玄
、
寂
し
い
、
懐
し
い
、

死
、
血
と
、
涼
し
い
と
い
う
よ
り
は
薄
ら
寒
い
感
が
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
あ
り
ま
す
。(

怪
談
話
で
は
な
い
で
す
が
、

部
屋
の
熱
さ
が
少
し
引
い
て
き
た
よ
う
な
・
・
・)

こ
れ

は
い
い
、
と
感
じ
つ
つ
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
材
料
に
し
よ

う
と
、
調
べ
始
め
ま
し
た
。 

先
ず
気
が
付
い
た
こ
と
は
、
呼
名
が
沢
山
あ
る
こ
と

で
し
た
。
面
白
い
、
と
感
じ
つ
つ
、
書
き
出
し
て
み
ま

し
た
。 

「
杜
鵑
」「
郭
公
」「
鶗
鴂
」「
子
規
」・
・
・ 

「
杜
宇
」「
望
帝
」「
思
帰
鳥
」「
蜀
魂
」 

伝
説
に
よ
る
と
、「
杜
宇
」
な
る
人
物
が
あ
り
、
蜀

に
天
よ
り
降
下
し
て
、
望
帝
と
な
っ
た
が
、
そ
の
臣
鱉

霊
の
妻
と
通
じ
、
そ
れ
を
恥
じ
て
帝
位
を
譲
り
去
っ
た

が
、
死
後
こ
の
魂
が
化
し
て
、「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
な

っ
た
と
い
う
故
事
か
ら
。 

「
不
如
帰
」・
・
鳴
き
声
を
写
し
と
っ
た
呼
名
・
・
・

な
ど
。 

ホ
ト
ト
ギ
ス
は
詩
の
中
で
は
、
望
郷
の
念
を
喚
起
さ

せ
る
役
割
が
あ
る
鳥
で
す
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
ど
の

呼
名
を
使
っ
て
も
大
き
な
変
化
は
無
い
よ
う
に
感
じ

ま
す
が
、
使
い
勝
手
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
。
詩
の
何
が

変
わ
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
と
、
考
え
て
い
る
う
ち
、「
で

は
、
実
際
に
作
っ
て
み
れ
ば
、
何
か
し
ら
見
え
て
く
る

も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
い
到
り
、
作
業
を

始
め
ま
し
た
。 

ま
ず
は
、
偉
大
な
詩
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
使
っ
て

い
た
か
、
実
例
を
挙
げ
る
こ
と
に
し
ま
す
。 

宿
石
磯 

 
 
 
 

 
 

元 

稹 

石
矶
江
水
夜
潺
湲 

石
矶
江
水 

夜
潺
湲 

半
夜
江
風
引
杜
鵑 

半
夜
江
風
杜
鵑
引
く 

灯
暗
酒
醒
顛
倒
枕 

灯
暗
く
酒
醒
め
て
枕
に
顛
倒
す

五
更
斜
月
入
空
船 

五
更
の
斜
月
空
船
に
入
る 

 宣
城
見
杜
鵑
花 

 
 

 

李 

白 
 

蜀
国
曽
聞
子
規
鳥 

蜀
国
曽
て
聞
く
子
規
鳥 

 

宣
城
還
見
杜
鵑
花 

宣
城
還
た
見
る
杜
鵑
花 

一
叫
一
廻
腸
一
断 

一
叫
一
廻 

腸
一
断 

 

三
春
三
月
憶
三
巴 

三
春
三
月
三
巴
を
憶
ふ 
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送
人
自
蜀
回
南
游 

 
 

斉 

己 
錦
水
東
浮
情
尚
郁 

錦
水
東
に
浮
び
尚
ほ
郁
る 

湘
波
南
泛
思
何
長 

湘
波
南
に
泛
び
思
ひ
長
し 

蜀
魂
巴
狖
悲
残
夜 

蜀
魂
巴
狖 

残
夜
悲
し 

越
鳥
燕
鴻
叫
夕
陽 

越
鳥
燕
鴻 

夕
陽
叫
ぶ 

韻
の
都
合
、
平
仄
の
都
合
、
ツ
ツ
ジ
な
ど
と
の
組
み

合
わ
せ
の
妙
、
故
事
と
の
組
み
合
わ
せ
な
ど
な
ど
、
作

者
の
意
図
が
見
え
隠
れ
し
て
い
ま
す
。
な
る
ほ
ど
、
な

る
ほ
ど
。 

 

作
詩
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。
拙
作
三
首
。 

 

杜
鵑 

 
 
 
 

 
 

青
木
智
江 

旅
窓
破
夢
杜
鵑
鳴 

旅
窓
夢
を
破
り
杜
鵑
鳴
く 

知
是
妻
孥
呼
我
声 

知
る
こ
れ
妻
孥
我
を
呼
ぶ
の
声 

皓
皓
山
嶺
孤
月
照 

皓
皓
た
る
山
嶺
孤
月
照
り 

牀
前
中
夜
算
帰
程 

牀
前
中
夜
帰
程
を
算
う 

 

懐
晁
監 

 
 
 
 

 
 

 

月
照
興
園
晁
監
碑 

月
は
興
園
晁
監
の
碑
を
照
ら
す 

忽
看
刻
字
望
郷
詩 

忽
ち
看
る
刻
字
望
郷
の
詩 

奈
良
遠
想
昔
人
意 

奈
良
遠
く
想
う
昔
人
の
意 

何
処
一
声
聞
子
規 

何
処
に
か
一
声
子
規
を
聞
く 

 

夢
故
郷 

 
 
 
 

 
 

 

孤
牀
夢
誘
故
郷
天 

孤
牀
夢
は
誘
う
故
郷
の
天 

姉
妹
相
遊
摘
草
姸 

姉
妹
相
い
遊
び
て
摘
草
姸
な
り 

 

蜀
鳥
一
声
驚
醒
処 

蜀
鳥
一
声
驚
き
醒
む
る
処 

忽
看
躑
躅
正
如
燃 

忽
ち
看
る
躑
躅
正
に
燃
ゆ
る
が
如
し

 
 

○
杜
鵑
の
拙
詩
は
前
述
の
「
中
級
修
了
作
品
」
の
最
初

に
も
あ
り
ま
す
。 

会 

員 

便 

り
（
そ
の
三
） 

午
睡
と
夢 

 
 

薄
井
蹊
山 

七
月
の
漢
詩
創
作
講
座
で
「
午
睡
」
の
詩
を
提
出
し

た
と
こ
ろ
、
「
午
睡
や
夢
に
は
色
々
な
故
事
が
あ
り
そ

れ
を
取
り
込
ん
で
詠
ん
だ
ら
面
白
い
の
で
は
な
い
か
」

と
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
少
し
調
べ
て
み
た

の
で
、
衆
知
の
も
の
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
主
な

も
の
を
以
下
に
記
し
て
ご
参
考
に
供
し
ま
す
。 

 

一
、
甘
い
眠
り 

○
黒
甜(

こ
く
て
ん)

、
黒
甜
の
郷
・
・
・
黒
甜
は
北
方

の
方
言
で
昼
寝
、
午
睡
の
こ
と
を
い
う
。
黒
は
眠
り
の

世
界
を
指
し
、
甜
は
甘
い
の
意
。
即
ち
「
黒
甜
」
は
「
甘

美
な
眠
り
」
と
い
う
こ
と
で
、
午
睡
の
心
地
良
さ
を
言

い
得
て
い
る
。「
南
人
酒
を
飲
む
を
以
て
軟
飽
と
為
し
、

北
人
晝
寝
を
以
て
黒
甜
と
為
す
」
と
あ
る
の
を
受
け
て
、

蘇
軾
は
「
三
盃
軟
飽
の
後
、
一
枕
黒
甜
の
餘
」
と
詠
ん

だ
。［
発
広
州
詩
］ 

○
華
胥(

か
し
ょ)
の
夢
・
・
・
黄
帝(

中
国 

古
伝
説
中

の
帝
王)

が
昼
寝
を
し
て
、
理
想
的
な
平
和
な
国
「
華
胥

の
国
」
に
遊
ん
だ
夢
を
見
た
と
い
う
故
事
に
基
づ
い
て
、

「
午
睡
」「
良
い
夢
」
を
意
味
す
る
。「
華
胥
の
国
に
遊

ぶ
」
と
は
、
良
い
気
持
ち
で
昼
寝
す
る
こ
と
を
い
う
。

［
列
子
・
黄
帝
］ 

 
 

 

二
、
栄
耀
栄
華
の
は
か
な
さ 

次
の
二
つ
は
い
ず
れ
も
、
人
生
の
栄
耀
栄
華
の
は
か

な
い
こ
と
に
喩
え
て
い
う
。 

 

○
槐
安(

か
い
あ
ん)

の
夢
、
南
柯
の
夢
・
・
・
唐
の
淳

于
棼(

じ
ゅ
ん
う
ふ
ん)

が
酒
に
酔
っ
て
庭
の
槐(

え
ん

じ
ゅ)

の
木
の
下
で
眠
っ
て
し
ま
っ
た
。
夢
の
中
で
二
人

の
使
者
に
迎
え
ら
れ
て
槐
安
国
に
至
り
、
南
柯
郡
の
太

守
と
な
っ
て
栄
華
を
極
め
た
。
二
十
年
後
に
送
り
返
さ

れ
た
が
、
そ
こ
で
夢
か
ら
覚
め
て
み
れ
ば
、
槐
安
国
と

は
槐
の
木
の
下
に
い
る
蟻
の
国
で
あ
り
、
南
柯
郡
は
そ

の
木
の
南
向
き
の
枝
で
あ
っ
た
と
い
う
故
事
。 

○
邯
鄲(

か
ん
た
ん)

の
夢
、
黄
粱
一
炊
の
夢
・
・
・
唐

の
盧
生(

ろ
せ
い)

と
い
う
青
年
が
邯
鄲
の
宿
舎
で
、
道

士
の
呂
翁
か
ら
栄
華
が
意
の
ま
ま
に
な
る
と
い
う
枕

を
借
り
て
寝
た
と
こ
ろ
、
五
十
年
間
、
栄
耀
栄
華
な
生

涯
を
送
っ
た
夢
を
見
た
。
目
覚
め
て
み
る
と
、
枕
頭
の

黄
粱
の
飯
が
ま
だ
煮
え
な
い
ほ
ど
の
短
い
間
の
夢
で

あ
っ
た
と
い
う
故
事
。［
李
泌
・
枕
中
記
］
一
炊
の
夢
、

黄
粱
の
夢
、
呂
翁
の
枕
、
盧
生
の
夢
な
ど
と
も
。 

 

三
、
吉
兆
は
正
夢
だ
っ
た 

○
三
刀
の
夢
・
・
・
出
世
す
る
吉
兆
の
夢
を
い
う
。
三

刀
は
州
の
隠
語
。
州
の
字
は
昔
は
刕
と
書
い
た
。
晋
の

王
濬(

お
う
し
ゅ
ん)

が
三
刀
に
更
に
一
刀
を
益
す
夢
を

見
た
処
、
後
に
果
た
し
て
益
州
の
刺
史(

長
官)

に
な
っ

た
と
い
う
故
事
に
よ
る
。［
晋
書
・
王
濬
伝
］ 

 

四
、
時
に
は
あ
き
ら
め
も
必
要 

○
蕉
鹿(

し
ょ
う
ろ
く)

、
蕉
鹿
の
夢
・
・
・
あ
き
ら
め

の
よ
い
こ
と
、
ま
た
人
生
の
得
失
は
夢
の
よ
う
に
は
か

な
い
こ
と
の
喩
え
。
昔
、
鄭
の
国
の
人
が
山
中
で
鹿
を

殺
し
芭
蕉
の
葉
で
覆
い
隠
し
て
お
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ

の
場
所
を
忘
れ
て
し
ま
い
、(

人
に
盗
ま
れ
て
し
ま
っ
た
、

と
す
る
本
も
あ
る)  

あ
れ
は
夢
で
あ
っ
た
と
あ
き
ら

め
た
と
い
う
故
事
に
基
づ
く
。［
列
子
・
周
穆
王
］ 
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五
、
青
春
の
懐
古 

○
揚
州
の
夢
・
・
・
杜
牧
は
揚
州
に
赴
任
し
て
い
た
頃
、

夜
毎
に
紅
灯
の
巷
に
遊
ん
だ
。
後
に
「
あ
の
楽
し
か
っ

た
日
々
も
今
は
過
去
の
は
か
な
い
夢
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
」
と
追
憶
し
て
次
の
詩
を
詠
ん
だ
こ
と
か
ら
、
遊

興
に
耽
っ
た
青
春
の
懐
古
の
情
を
い
う
。
［
杜
牧
・
遣

懐
詩
］
十
年
一
覚
す
揚
州
の
夢
、
贏(

か)

ち
得
た
り
青

楼
薄
倖
の
名 

 

六
、
き
ぬ
ぎ
ぬ
の
別
れ 

○
巫
山
の
夢
・
・
・
楚
の
懷
王(

懷
王
の
長
子
の
襄
王
と

す
る
本
も
あ
る)

が
高
唐
に
遊
び
、
昼
寝
し
て
夢
に
巫
山

の
神
女
と
会
っ
て
契
っ
た
。
神
女
は
別
れ
ぎ
わ
に
「
私

は
朝
に
は
巫
山
の
雲
と
な
り
夕
べ
に
は
雨
と
な
っ
て
、

あ
な
た
に
お
目
に
か
か
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
い
残
し
た
。

翌
朝
、
王
が
見
る
と
果
た
し
て
そ
の
通
り
だ
っ
た
と
い

う
故
事
か
ら
、
男
女
の
情
の
こ
ま
や
か
な
こ
と
や
情
事

の
喩
え
と
さ
れ
る
。
巫
山
の
雲
雨
、
朝
雲
暮
雨
、
陽
台

の
夢
、
高
唐
の
夢
な
ど
と
も
。［
宋
玉
・
高
唐
賦
］ 

 

七
、
夢
か
う
つ
ゝ
か 

○
胡
蝶
の
夢
、
荘
周
の
夢
・
・
・
荘
子(

荘
周
の
尊
称)

は
胡
蝶
に
な
っ
た
夢
を
見
た
が
、
夢
か
ら
覚
め
て
、
自

分
が
夢
で
胡
蝶
に
な
っ
た
の
か
、
も
と
も
と
胡
蝶
で
あ

る
自
分
が
夢
で
荘
周
に
な
っ
た
の
か
分
か
ら
な
く
な

っ
た
と
い
う
故
事
。
現
実
と
夢
の
区
別
が
つ
か
な
い
こ

と
や
物
我
一
体
の
境
地
な
ど
に
喩
え
る
。
ま
た
単
に
夢

の
意
に
も
用
い
ら
れ
る
。
［
荘
子
・
斉
物
論
］ 

以
上   

[

ト
ピ
ッ
ク
ス
③ 

 

鷲
野
会
長
が
東
邦
大
学
で
漢
詩
講
座
を

開
催
さ
れ
ま
し
た
！  

 
 

 

 

平
成
二
十
六
年
八
月
十
八
日
か
ら
六
日
間
、
鷲
野
会

長
の
「
漢
詩
を
楽
し
む
」
が
東
邦
大
学
理
学
部
・
習
志

野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
何
と
受
講
料
・

資
料
代
は
無
料
。
最
も
暑
い
週
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

受
講
生
は
定
員
五
〇
名
を
超
え
る
八
〇
名
で
し
た
。
今

回
は
、
六
朝
時
代
の
陶
淵
明
、
盛
唐
時
代
の
李
白
、
杜

甫
の
詩
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
や
作
風
の

特
色
を
、
時
代
背
景
や
詩
人
の
境
遇
に
触
れ
な
が
ら
、

そ
れ
ら
の
作
品
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
わ
か
り
や
す

く
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
作
詩
に
当
っ
て
の
要
諦
な
ど
も

ワ
ン
・
ポ
イ
ン
ト
的
に
織
り
込
ま
れ
、
配
布
さ
れ
た
「
文

学
地
図
」
で
名
詩
の
ふ
る
さ
と
を
辿
り
ま
し
た
。
「
早

に
白
帝
城
を
発
す
」
で
は
「
猿
声
」
に
耳
を
傾
け
る
と
、

そ
の
類
の
珍
し
い
現
地
録
音
が
披
露
さ
れ
て
、
「
キ
ー

ッ
キ
ー
ッ
」
と
つ
ん
ざ
く
よ
う
に
啼
く
さ
ま
が
、
お
馴

染
の
「
キ
ャ
ッ
キ
ャ
ッ
」
の
感
じ
と
は
成
る
程
大
違
い

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
漢
詩
ワ
ー
ル
ド
に

陶
然
と
浸
っ
た
六
日
間
は
、
望
外
の
「
サ
マ
ー
・
ス
ク

ー
ル
」
と
相
成
り
ま
し
た
。 

 

 

「
人
間
至
宝
の
生
き
方
」
へ
の
箴
言
集
『
酔
古

堂
剣
掃
』
を
読
む(

四)  
 

清
水
蕗
山 

  

明
代
の
教
養
人
陸
紹
珩
（
り
く
し
ょ
う
こ
う
）
が
長

年
愛
読
し
た
古
典
の
中
か
ら
会
心
の
名
言
・
嘉
句
を
収

録
し
た
「
酔
古
堂
剣
掃
（
す
い
こ
ど
う
け
ん
す
い
）
」

に
つ
い
て
の
安
岡
正
篤
先
生
の
講
演
録
か
ら
抜
粋
し

て
紹
介
し
て
四
回
目
と
な
り
ま
す
。 

野
人
・
別
天
地
の
楽
し
み
（
そ
の
一
） 

『
枕
を
邱
中
に
高
く
し
、
名
を
世
外
に
逃
れ
、
耕
嫁
し

て
以
て
王
悦
を
輪
（
い
た
）
し
采
樵
し
て
以
て
親
の
顔

を
奉
じ
、
新
穀
既
に
升
（
み
の
）
り
、
田
家
大
い
に
洽

（
う
る
お
）
い
、
肥
羜
（
ひ
ち
ょ
）
煮
て
以
て
神
に
享

し
、
枯
魚
燔
（
や
）
き
て
而
し
て
友
を
招
（
よ
）
び
、

蓑
笠
戸
に
在
り
、
桔
槹
（
き
っ
こ
う
）
空
し
く
懸
る
。

濁
醪
（
だ
く
ろ
う
）
相
命
じ
、
缶
（
ふ
）
撃
ち
て
長
歌

す
。
野
人
の
楽
し
み
足
れ
り
。』 

 
 

 

「
枕
を
邱
中
に
高
く
し
」
と
は
官
途
に
就
か
ず
、
民

間
に
あ
っ
て
枕
を
高
く
し
て
眠
る
こ
と
。
名
を
世
の
外

に
隠
し
て
、
田
畑
を
耕
し
て
租
税
を
納
め
る
。
草
を
採

り
木
を
伐
り
、「
以
て
親
の
顔
を
奉
じ
」、
親
を
喜
ば
せ

講義中の鷲野会長 
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る
。「
新
穀
既
に
升
り
、
田
家
大
い
に
洽
い
」
、
太
っ
た

子
羊
を
煮
て
神
に
捧
げ
、
自
分
は
干
物
を
焼
い
て
友
を

招
く
。
蓑
笠
は
戸
に
懸
け
て
あ
り
、
「
桔
槹
」
は
は
ね

つ
る
べ
の
こ
と
、
そ
れ
が
空
し
く
懸
っ
て
い
る
。
「
濁

醪
相
命
じ
」
、
ど
ぶ
ろ
く
を
取
り
寄
せ
て
、
缶
（
酒
を

入
れ
る
素
焼
き
の
土
器
）
を
撃
っ
て
長
歌
す
る
。
「
野

人
の
楽
し
み
足
れ
り
」
。
読
む
だ
け
で
も
気
持
ち
が
い

い
。
田
園
の
生
活
、
山
野
の
悠
々
と
し
て
自
在
な
生
活

が
、
よ
く
短
い
文
章
の
中
に
躍
動
し
て
お
る
。 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

野
人
を
辞
書
で
引
い
て
み
る
と
、「
庶
民
」「
か
ざ
り

気
が
な
く
真
心
の
あ
る
人
」
「
い
な
か
も
の
、
礼
儀
を

知
ら
な
い
粗
野
な
人
」
（
新
字
源
）
と
あ
る
。
ま
た
、

引
用
例
に
「
野
人
無
暦
日
（
や
じ
ん
れ
き
じ
つ
な
し
）

田
舎
に
住
ん
で
、
世
間
と
無
縁
な
人
に
は
、
こ
よ
み
の

必
要
が
な
い
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
文
章
を
み
る
と
、

田
舎
者
、
粗
野
な
人
に
つ
い
て
の
記
述
で
は
な
く
、
教

養
人
の
擬
似
願
望
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思

え
る
。
隠
棲
の
楽
し
み
、
自
然
と
の
関
わ
り
は
現
代
人

も
常
に
求
め
て
い
る
。 

 

定
年
退
職
し
て
、
自
在
な
田
舎
暮
ら
し
を
夢
見
る
人

は
今
や
多
い
と
聞
く
、
蓑
笠
は
戸
に
懸
け
て
な
く
と
も

干
物
を
焼
い
て
友
を
招
く
こ
と
は
で
き
そ
う
だ
。 

 

平
仄
の
考
察
（
四
） 

 

菅
原
有
恒 

一
、「
辞
書
」
の
視
点 

１
．
大
修
館
：
諸
橋
徹
次
：『
大
漢
和
辞
典
』 

２
．
角
川
書
店
：
小
川
環
樹
他
：
『
新
字
源
』 

３
．
大
修
館
：
鎌
田
正
他
：『
新
漢
語
林
』 

４
．
明
治
書
院
：
林
古
溪
著
石
川
忠
久
補
： 

『
新
修
平
仄
字
典
』 

５
．
畏
三
堂
：
橋
爪
貫
一
編
：
康
熙
帝
御
製
： 

『
訓
蒙
康
煕
字
典
』 

＊
辞
書
の
韻
字
の
読
み
方 

①
単
一
の
韻
目
：
□
の
四
隅
に
印
が
あ
る
。 

注
：「（
）」
内
は
現
代
中
国
語
の
四
声 

・
左
下
：
平
声
韻
・
・
・
・
・（
一
、
二
声
） 

・
左
上
：
上
声
韻
・
仄
韻
・
・
・（
三
声
） 

・
右
上
：
去
声
韻
・
仄
韻
・
・
・（
四
声
） 

・
右
下
：
入
声
韻
・
仄
韻
・
・
・（
一
声~

四
声
） 

②
両
韻
：
同
意
同
声
韻
：
例
（
涯
○
：
支
・
痲
・
佳
） 

韻
目
が
縦
に
並
べ
て
あ
る
。 

：
同
意
異
声
韻
：
例
○
●
（
看
：
寒
○
・
翰
●
） 

（
い
わ
ゆ
る
両
韻
：
平
仄
に
か
か
わ
ら
ず
使
用
可
） 

③
両
韻
：
異
意
同
声
韻
：
行
（
ゆ
く
：
庚
○
／
・
つ
ら
：
陽
○
） 

異
意
異
声
韻
：
中
（
な
か
：
東
○
・
あ
た
る
：
） 

韻
目
が
一
、
二
の
よ
う
に
横
に
並
べ
て
あ
る
。

＊
意
味
の
違
い
等
に
よ
る
両
韻
：
一
、
二
の

区
分
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
。 

＊
こ
れ
を
両
韻
と
勘
違
い
し
て
用
い
て
い
る

こ
と
が
多
い
。 

④
仮
借
字
：
意
味
は
同
じ
だ
が
、
借
り
た
字
：
例
：
倉
。 

・
一
陽
○
：「
く
ら
」
の
意
、
正
し
い
。 

二
漾
●
：
悼
む
：
愴
の
代
わ
り
に
文
で
用
い
ら
れ
た
。

詩
で
は
「
愴
」
を
用
い
る
の
が
正
し
い
。
こ
の
韻×

。 

＊
こ
れ
を
両
韻
と
表
示
し
て
い
る
例
は
多
い

が
、
韻
書
に
は
ほ
と
ん
ど
出
て
こ
な
い
。 

二
、「
韻
書
」
の
視
点 

１
．
台
湾
曾
文
出
版
社
：
江
都
余
照
春
亭
・
『
詩
韻
集

成
』
＊
佩
文
韻
府
出 

＊
一
、
二
共
に
存
在
す
る
字
の
み
用
い
る
こ
と
が
肝
要
。 

 [

ト
ピ
ッ
ク
ス
④] 

鷲
野
会
長
が 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｅ
テ
レ
に
出
演
さ
れ
ま
し
た
！ 

 

 
  
 

近 

著 

紹 

介 
 

●
顧
問 

石
川
忠
久
著
『
茶
を
詠
う
詩
』
―
『
詠
茶
詩

録
』
詳
解
（
研
文
出
版
、
二
〇
一
一
年
五
月
発
行
） 

●
顧
問 

石
川
忠
久
著
『
江
都
晴
景
―
わ
が
心
の
詩
』

（
研
文
出
版
、
二
〇
一
二
年
四
月
発
行
） 

●
林
古
溪
編
・
顧
問 

石
川
忠
久
補
『
平
仄
字
典
』 

（
明
治
書
院
、
二
〇
一
三
年
一
月
発
行
） 

●
会
長 

鷲
野
正
明
著
『
初
め
て
の
漢
詩
創
作
』 

（
白
帝
社
、
二
〇
〇
五
年
九
月
発
行
） 

●
会
長 

鷲
野
正
明
著
『
漢
詩
集 

花
風
水
月
』 

（
平
電
子
、
二
〇
一
一
年
五
月
刊
行
） 

◎
千
葉
県
漢
詩
連
盟
編 

漢
詩
集
『
房
総
風
雅
』
第
二
集 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
二
〇
一
〇
年
九
月
発
行
） 

◎
千
葉
県
漢
詩
連
盟
編 

漢
詩
抄
『
千
葉
詩
藻
』
第
二
号 

 
 

（
二
〇
一
三
年
三
月
発
行
） 

平
成
二
十
六
年
九

月
七
日
（
火
）
の
「
吟

詠
・
秋
を
迎
え
て
」
と

題
し
て
、
吟
詠
す
る

「
和
歌
・
漢
詩
」
の
内

容
に
つ
い
て
、
わ
か
り

や
す
く
、
簡
明
に
解
説

さ
れ
ま
し
た
． 

 

ＴＶ出演中の鷲野会長 
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全
日
本
漢
詩
連
盟
短
信 

○
全
日
本
漢
詩
大
会
福
岡
大
会(

予
定) 

日
時 

 

：
平
成
27
年
十
月
十
七
日
（
土
） 

場
所 

 

：
福
岡
県
太
宰
府
市 

会
場
未
定 

応
募
期
間
：
平
成
27
年
二
月
以
降 

 

千
漢
連 

今
後
の
予
定 

 

○
第
十
四
回
吟
行
会
（
滝
不
動
・
鎌
ヶ
谷
大
仏
等
） 

日
時
：
十
一
月
六
日
（
木
）
十
時 

場
所
： 

新
京
成
線
滝
不
動
駅 

 

○
第
二
十
六
回
研
修
会
（
梁
川
星
巌
・
第
十
二
回
） 

日
時
：
十
二
月
七
日
（
日
）
十
三
時-

十
五
時 

場
所
：
船
橋
中
央
公
民
館 

 

○
第
二
十
七
回
研
修
会
兼
新
年
会 

（
特
別
講
師 

国
士
舘
大
学 

大
場
一
央
先
生
） 

日
時
：
平
成
27
年
二
月
十
一
日
（
水
・
祝
日
）
十
時 

場
所
：
未
定 

 

□
『
房
総
風
雅
』
第
三
集
募
集
！ 

締
切
：平
成
26
年
十
二
月
末
日
厳
守 

発
表
：平
成
27
年
九
月
十
二
日
（
土
） 

 

十
周
年
記
念
大
会
席
上 

 以
上 

今
回
の
会
報
に
案
内
状
を
同
封
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
出
欠
の
ご
返
信
を
必
ず
お
願
い
し
ま
す
。 

年
会
費
未
納
の
皆
様
へ
！ 

平
成
二
十
六
年
度
年
会
費
納
入
の
お
願
い 

未
だ
納
め
て
お
ら
れ
な
い
方
は
、
年
会
費
（
千
五
百

円
）
の
送
金
を
左
記
口
座
に
お
振
込
願
い
ま
す
。 

な
お
、
前
年
平
成
二
十
四
年
度
年
会
費
を
未
納
の
方

は
、
二
年
分
（
三
千
円
）
を
ご
送
金
下
さ
い
。 

①
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
自
分
名
義
の
通
帳

か
ら
、
「
千
葉
県
漢
詩
連
盟
」
の
口
座
（
記
号
一
〇
五

五
〇-

番
号
七
三
一
六
一
二
五
一
）
へ
機
械
の
指
示
通

り
に
送
金
す
る
と
今
の
と
こ
ろ
送
料
が
無
料
で
す
。 

②
窓
口
で
現
金
を
出
し
て
送
金
を
依
頼
す
る
と
、
別

途
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。 

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
や
り
か
た
が
わ
か
ら
な
い
時
は
、
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
の
係
り
の
人
に
お
尋
ね
下
さ
い
。 

尚
、
三
年
間
未
納
の
方
は
当
月
末
日
を
以
っ
て
自
動

退
会
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
投 

稿 

規 

定 

会
員
の
所
属
す
る
団
体
の
紹
介
、
会
員
著
書
の
紹
介
、

漢
詩
の
投
稿
、
千
葉
県
の
先
哲
の
漢
詩･

詩
碑
等
の
紹

介
な
ど
事
務
局
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。 

「
千
葉
詩
壇
」
へ
奮
っ
て
作
品
を
投
稿
し
て
下
さ
い
。 

な
お
、
締
切
日
は
、
二
月
末
ま
た
は
八
月
末
で
す
。 

投
稿
は
、
毎
号
一
人
絶
句
二
首
（
律
詩
一
首
）
と
し
、

会
長
に
よ
る
批
正
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

な
お
、
会
報
掲
載
以
外
に
、
会
長
の
添
削
を
ご
希
望

の
方
は
、
一
首
に
つ
き
一
千
円
を
納
入
の
上
、
返
信
用

封
筒
を
同
封
し
、
事
務
局
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。 

 

会 

員 

動 

向 

＊
入
会
者
＊
芳
野
禎
文(

個
人)

、
櫻
井
宏
行
（
桃
李
書

院
）
齋
藤 

聡
（
復
帰
・
国
士
舘
）
、
以
上
三
名 

＊
退
会
者
＊
渡
辺
秀
夫
・
高
木
進
・
清
水
騰
波
・
大
日

向
真
紀
子
・
飯
谷
秀
子 

以
上
五
名 

・
会
員
数
：
一
〇
二
名
（
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
現
在
） 

 

 

編 

集 

後 

記 
 

会
報
十
九
号
を
送
り
ま
す
。 

今
回
は
石
川
先
生
の
鱸
松
塘
の
講
演
録
を
載
せ
ま

し
た
。
聴
い
て
は
勿
論
楽
し
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
読

ん
で
も
楽
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

会
員
も
漸
く
百
人
の
大
台
に
の
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、

会
員
数
百
五
十
人
に
向
け
て
、
会
員
皆
様
の
口
コ
ミ
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
菅
原
記
）  

連
絡
先･

入
会
申
込
先 

・ 

千
葉
県
漢
詩
連
盟
事
務
局
事
務
局
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

菅
原
有
恒
方 

〒276-0023 

八
千
代
市
勝
田
台
二-

二
七-

二 

電
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七-

四
八
四-

九
三
三
五 

・ 

振
込
銀
行
：
ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

・ 

口
座
番
号
：
一
〇
五
五
〇-

七
三
一
六
一
二
五
一 

・ 

口
座
名
：
千
葉
県
漢
詩
連
盟 

・ 

尚
、
入
会
を
ご
希
望
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 


